
原

著

上
田
1ー
帝
國
海
軍

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎

ノ
研
究

六
入
○

帝
國
海
軍

二
於

ケ

ル
胸
膜
炎

ノ
研
究

(篁

報
)

本
研
究

ハ
第
六
同

日
本
結

核
病
學
會
宿
題

ト
シ
テ
昭
和

二
-
三
年
海
軍
軍
盤
學

校
、
横
須
賀
、
呉
、
佐
世
保
各
海
軍
病
院
及
其
他
海
軍

一
般

二
亙

リ
、
協
同
作
業

セ

ル
綜
合

成

績

ニ
シ
テ
、
其

要
旨

ハ
昭
和

三
年
四
月

一
日
、

同
學
會

ニ
テ
獲
表

セ
リ
。

(但

シ
数
字

二
多
少
相
違

ア
リ
)
。

海
軍
胸
膜
炎
ト
結
核
ト
ノ
關
係

海
軍
軍
讐
學
校
敷
官

海
軍
軍
署
大
佐

留
學
博
士

上

田

春

治

郎

内
容
目
鋒

(甲
)
緒

論
。

三
、
帝

國
海

軍

二
於

ク
ル
胸
膜
炎

二
、

我
海
軍

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎

ノ
統
計
的
観
察

三
、
列
國
海

軍

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎

ノ
状
況
及
我
海
軍
胸
膜
炎

ト
ノ
差
異

(
乙
)
研

究

。

三
、
帝
國
海
軍

二
於

ケ
ル
兵

員

ノ
現
状
及
除

役
者

ノ
既

往
症

ヨ
リ
親

タ
ル
胸
膜
炎

ノ

結

核
纒

登
問
題

二
、
胸

膜
炎
、
健
康

兵
、

非
結

核
症
、

結
核

(
圭

ト
シ
テ
肺
結
核
)
等

二
於

ケ

ル
「
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
」
反
磨

三
、
胸
膜
炎
及
共
他
疾
患

ノ
臨

肱
所
見
比
較

四
、
胸
膜
炎
滲
出

液

ノ
理
化
學
的
、
細
胞
學
的
及

細
菌
學

的
検
索

五
、
総

括

(甲
)緒

論

一
、

帝

國

海
軍

二
於

ケ

ル
胸

膜

炎

從
來

海
軍

二
於

テ

ハ
、
既

存

ス
ル
肺

結
核

二
績

登

シ
、

若

ク

ハ
肺

結
核

ヲ
併

登

シ
テ
、
臨

躰

上
明

カ

ニ
結

核

ヲ
立

讃

シ
得

ル
結
核

菌
陽
性

(喀

疾
中

)

ノ
胸
膜

炎

ヲ
胸
膜

結

核

ト
稽

シ
、

三
見

シ
テ
特

二
根

本
的

疾
患
無

ク

シ
テ
螢
病

セ

〃
胸
膜
炎

衝

ヲ
、
軍

二
「胸
膜

炎

」
1ー
シ
テ
琶

別

セ

リ
。

是

ヨ
リ
述

べ

ン
ト

ス
ル
胸
膜

炎

ハ
即

チ
後

者

ニ
シ
テ
、

之

レ
ガ
所

謂
特

登
性

胸
膜

炎

(凶島
。
℃
g
募

。冨

コ
。
三

什凶ω)
一一
相
當

ス
ル
カ
否

カ

バ

別
問
題

ナ

リ
。

又
陸
軍

ノ
所

謂

輕
症

胸
膜
炎

二
就

テ

ハ
鯛

レ
ズ
。

二
、
我
海
軍

二
於
ケ

ル
胸
膜
炎

ノ
統
計
的
観
察



先
ヅ
帝
國
海
軍

二
於

ヶ
ル

一
般
患
者

ノ
状
態
ヲ
見

ル
ニ
(第

三
表
)

第

三
表

累
年
患
者
比
較
表

　ぴ
一 次

五 四 三 ニ ー

年 年 年 年 年

一
日
干
均

人

員
六
九
・
三
二
四

六
四
・
究

五

六
四
・六
圭
ハ

甕

・
δ
〇

六
八
主
茜

患

慧

童

新
患
壷

i
…

渚

丁

七
三
四

一
●
三
三
四

一
・
異

二

一
・
四
四
三

7

四
九
四

四
?

六
七
三

三
六
・
六
〇
三

三
四
●
六
一
四

三
二
●
二
二
三

四
八
・
三
〇
六

計
四
二
・
四
〇
七

三
七
●
九
三
七

三
六
二

圭
ハ

三
三
・
六
六
六

四
九
・
八
〇
〇

人
員
毎
干
比

例
(
新
患

)

渠

六
・当

五
六
三
二
七

五
三
義
・
三九

四
九
四
・九
八

七
〇
四
・
四
四

比患人
例者貫
一毎

日千

 

三
八
・八
七

三
八
・当

三
八
・六
三

三
六
三

蕊

四
三
。夫

病

死

三茜
三

三
三
八

三八
三

二九
五

二
翫
二

人
員
毎

千
比
例

●
六
七

四 ヨi三 石乙 三
● ● ● ●
ヨ■ ソ』 ニ ヨニ
三 二ニ プ』 一

!免

 

数

除

究

五

一6

八
三

九
四
一

八
八
三

 八
呈

.

人
員
毎

干
比
例

一
四
・
三
孟

一
六
・
山ハ
三

一四
・蓋

三

・棄

二

・茜

計

 

数

一酷

鵬

一
、
三一三
八

一
、
四
死

三
、
三
二
四

一、
一夫

一δ

毫

宅

・
八
六

三
=
●
八
三

三
一〇
・
四
七

天

・
一
〇

一
五
・
巴

第
二
表

病
類
別
人
員
毎
千
新
患
者
比
例
累
年
表

,,,,,,,,大

1

年

正

十 十 十 十 十

五 四 三 ニ ー

年 年 年 年 年 次

傳
染

三 二 三 三 六 病
○ 入 五 五 入 及
● ● ● ● ■

二 入 六 入 四

〇 入 九 〇 九

全
均病

呼

吸

器

六

三
・
一
四

六
〇
・
三
四

五
九
・
九

三

五

二
・
〇
九

五
入
⊥

○
病

一
榮

養

器

病

=

ハ
五

・
入

七

一
七

五

。
三
入

一
六

六

・
〇

四

一
山ハ
(∪
・
山ハ
三二

一
一山ハ
」毛
●
コ八
し¶

大
正
十

三
年
乃
至
大
正
十
五
年

二
亙

ル
最
近
五
ケ
年
間

ノ
人
員
毎

千
新
患
比
拳

ハ
、
四
九
四
・九
八
乃
至
七
〇
四
・
四
四
ノ
間

ニ
ア
リ

テ
、
人
員
千
人
毎

二
、
毎
日
新
奮
患
者
合
セ
テ
三
六
乃
至
四
四
名

ア
リ
。
而

シ
テ
人
員
千
人

二
付
毎
年

三
五
乃
至
二
二
名

ノ
死
亡
及

除
役
者
ヲ
出

ス
。

次

二
海
軍

ニ
ハ
如
何
ナ
ル
内
科
的
疾
患
多

キ
カ
ト
言

フ
ニ
、
(第

二

第
三
表

胸
膜
炎
累
年
表

年

次

,, ,,,,,,大

正

十 十 十 十 十

五 四 三 ニ ー

年 年 年 年 年

患

奮
患

〇 六 一ヒ ニニ 三i
二i七 二二 八PO

新
患

計

ー
階人
員
毎

千
新
患

比
例

一
・
二
五
〇

九
八
八

全交

九
一

八
八
二

一
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四
八
四

丁

三

六

一
・
〇
六
三
八
美

三
・
〇
八
四

天

・〇
三

一五
三

〇

三
・
七
八

δ

・
五
八

三

・八
四

治

癒

八
杢
莞
五
六
豊
四
男
莞
O

患
者
毎

千
比
例

五
八
四
●
二
三

毛

一
・
豊

六
五
三
・八
一

善
西
・五
三

五
四
四
三
八

死fL八 六 二二 〇

人
員
毎

干
比
例

ooooo
● ● ● ○ ●
二土 一一 二二 〇 一
八 二土 三庄 三二 四

忙
ー

患
者
毎

千
比
例

六
・
七
四

丁

六
四

三
五
・
O
説

九
・
三
孟

宅

・
五
三

数
免

人
負
毎

千
比
例

ー
除患
者
毎

干
比
例

計

(死

・
免

)

ゴ
〇
八

二
四
三
一三
三
一三
〇
西
二

三
。
O
O

三
毛

四

二
・
〇
六

二
・
O
O

二
・
〇
七

恵

美

　

一
九
九
・
八
四

三
二
五
●
=
三

一
五
マ

八
七

三
三
一
●
O
O

三
八

二
豊西九

一三
八
一さ

千人
比員
例毎

患
者
毎

千
比
例

原

著

上
田

11
帝
國
海
軍

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎

ノ
研
究

三
・
茜

三
・
老

二
・
≡

二
・
三

二
・
三
五六

入

一
西
六
・九
〇

き

丁

四八

一川
O
・
毛

冥

丁
二
こ

一四
八
●玉
三



原

著

上
田
11
帝

國
海
軍

二
於

ク
ル
胸
膜
炎

ノ
研
究

六
入
二

睡

均

一
四
・
・△

毫

七
・交

一

二
童

垂

　

表
)
大
正
十

三
乃
至
十
五
年
間

ノ
統
計

二
依

レ
バ
、
人
員
毎
千

二
付

キ

一
年
間

二
登

ス
ル
新
患
者
数
、
榮
養
器
病

一
六

三
乃
至
二
六
八
名
、
呼
吸

器
病
五
二
乃
至
⊥
ハ
三
名
、
傳
染
及
全
身
病

二
九
乃
至
六
九
名

二
達

ス
。
帥
チ
榮
養
器
病
最

毛
多
ク
、
呼
吸
器
病
、
傳
染
及
ビ
全
身
病
之

二
亜
グ
。

　

む

　

呼
吸
器
病

ノ
中
胸
膜
炎

ハ
如
何
ト
云

フ

ニ
(第
三
表
)

大
正
十

一
乃
至
十
五
年

ノ
累
年
表

二
依

レ
バ
毎
年

ノ
新
患
敷
六
八
九
乃
至

三
二
五
〇
名

ノ
間

二
在
リ
テ
、
人
員
毎
千
名
毎

一ニ

ケ
年

二
登
生

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ス

ル
胸

膜
炎
新

患
者

ハ
約

三
三
乃

至

三
八
名

ト
ナ

ル
.

　

　

む

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

の

肺
結
核

ハ
(第
四
表
)
毎
年
新
患
者
三
八
四
乃
至
四
九
八
名

ノ
間

二
在
ソ
テ
、
人
員
千
名

二
封

シ
毎
年
新
患
約
五
乃
至
入
名

ヲ
出
ダ

ス
。

然

ラ
バ
胸
膜
炎
及
肺
結
核

ハ
全
呼
吸
器
病
中
如
何
ナ
ル
割
合
ヲ
占

ム
ル
カ
ヲ
槍

ス
ル

ニ
(第
五
表
)

肺
結
核

ハ
、
全
呼
吸
器
疾
患

ノ
約

三
三
%
ヲ
占

メ
、
胸
膜
炎

ハ
ニ
五
%

二
相
當

ス
。
今
之

ヲ
東
京
市
立
築
地
病
院

ノ
大
正
十

二
乃
至
昭
和

ニ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

も

へ

年

ノ
五
ケ
年

間

ノ
歎

二
比

ス
ル

ニ
、

肺
結
核

ハ
其
百
分

比

二
於

プ
、
帝
國

海
軍

ノ
ソ

レ
㍗
殆

ン
ド
同

峯

ナ

レ
ド

モ
、

胸

膜
炎

ノ
比
率

ハ
、

海

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

軍

ノ
雫
数

ニ
モ
及

バ
ズ
。

即

チ
此
統

計

ノ
敏
字

ヨ
リ

ス

レ
バ
、

我
海

軍

ニ

ハ
軍

部
外

三
般

市

民

ヨ
リ

モ
、

著

シ
ク
胸

膜
炎

ノ
多

キ

ヲ
知

リ
得

べ

シ
。

歎

ノ

、、、
ナ

ラ
ズ
更

二
海
軍

二
於

ケ

ル
胸

膜
炎

ノ
轄
帰

ヲ
、

最

近
五

ヶ
年

間

二
就

キ
調

査

ス
ル

ニ
(第

三
乃

至

四
表

)

第

四
表

肺

核
結
累

年

表

年

次

""""大

正

十 十 十 十 十

五 四 三 ニ ー

年 年 年 年 年

患

者

奮
亙

新
坐

三

親
盤
肝

三

三

五

四

一
〇

八

一
四

一

一
〇

二

四
二
六

四
五
五

四
九
八

四
〇

一

三
入

四

四
五
七

五
〇

九

六
〇

六

五
四

二

四
入
六

六

・
一
五

七

・○

〇

七

・
七
〇

六

・
一
六

五

・
一
六

死

亡

塾

飴
鵬

五 入 六 五 七
ニ ー 入 二 四

一
・
〇

七

〇

・
入

〇

三
・
〇

五

一
・
二
四

〇

・
七

六

患
者
毎
千
比
例

一
山ハ
一
●
九

一二

一
()
三
一
。
三
山ハ

三

一
二

・
二

一

一
四

九

・
四

五

一
〇

七

・○

○

免

除

数
三

一
九

三
四

一

三
入
六

三
四
四

二
九
三

飴

堕
磐

攣

比
例

四 五 五 五 四
　 　 で 　 　

二 二 九 二 六

七 八 七 五 〇

山ハ
九

「八
●
(∪
一二

六

六

九

・
九

四

↓ハ
一二
よハ
●
九

山ハ

六

三

四

・
六

九

山ハ
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●
入

入

計
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免
)
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三

三
九

三

四
五
四

四
二
五

三
四
五

人
員
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干
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七

六

・
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・
〇
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・
五
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患
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毎
千
比
例

入
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九

・
九
六

七
七

二
・
一
〇

七
四
九
・
一
七

七
入
四
・
一
四

七
〇
九
・
入
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或

ル

三
日

二
於

ケ
ル
統
計

ニ
シ
テ
、
本
調
査
前

二
結
核

ヲ
縫

登

シ
テ
死
亡

シ
或

ハ
除

役

セ
ラ

レ
タ
ル
者
ヲ
含

ツ
ザ

ル
ガ
故

二
、
眞

ノ
胸
膜
炎

ノ
結
核

縫
登
問
題

二
封

シ
テ
、
重
キ
ヲ
爲

シ
難

シ
。
依

ツ
テ
更

二
死

亡
及
除
役
者

ノ
既
往
症

ヲ
知

ル
ノ
要

ア
リ
。

(
ロ
)
除
役
者

ト
既
往
症

(小
林
)

大
正
十

三
年
乃
至
十
四
年
迄
四
ケ
年
間

ノ
結
核
除
役
者

三
五

入
九
名
及
非
結
核
症

二
因

ル
除
役
者
七
八
八
名

ノ
身
盤
歴

二
就
キ
、
海
軍
入
籍
後

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎
既
往
症

ノ
有
無

ヲ
調
査

ス
ル
ニ
(第
十
表
)



ヘ

ヤ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

帥
チ
結
核
患
者

三
五
八
九
例
中
、
三
二
四
例
七
・
八
%

二
於
テ
、
入
籍
後
胸
膜
炎

ノ
既
往
症
ヲ
有

ス
ル

ニ
過
ギ
ズ
。
換
言

セ
バ
結
核
ガ
胸
膜
炎

ヲ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

へ

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

以

プ
襲
病

ス
ル

ハ
、
甚
ダ
少
歎

ニ
シ
テ
、
大
部
分

(
三
三
八
五
例
入
七
・
八
%
)
ハ
始

メ

ヨ
リ
結
核
ト

シ
テ
登
病

ス
ル
事
ヲ
観
取

シ
得
可

シ
。
又

非
結
核
症

二
依

ル
除
役
者
七
八
入
例

二
就

テ
見

ル
モ
、
胸
膜
炎

ノ
既
往
症

ヲ
有

ス
ル
者

三
四
例

一
・八
%

ノ
ミ

ニ
シ
テ
、
結
核
除
役
者

二
於

ケ

も

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ル
七

・
八

%

二
比

ス
レ
バ

遙

カ

ニ
少

ナ

シ
。

由
是
観

之
、

胸
膜
炎

ハ
結

核

ヲ
織

登

ス
ル
事
無

キ

ニ
非

レ
ド

モ
、
從

來
信

ゼ

ラ

レ
タ

ル
ガ
如

ク

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

数
多

ナ

ル

モ
ノ

ニ
非

ズ

ト
謂

フ
可

シ
。

・尚

胸
膜
炎

ハ
若
年
兵

二
多

ク
、

又
胸

膜
炎

二
結

核

ヲ
縫

登

ス
ル

ハ
、

胸

膜
炎
経

過
後

多

ク

ハ

三
乃

至

二
年

ノ
間

ニ
シ
テ
、

五
年

ヲ
経
過

ス

レ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

へ

　

　

　

　

　

　

　

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

む

む

　

む

り

　

む

む

バ
其
数
著

シ
ク
減
少

ス
〃
ヲ
認

ム
。
要

ス
ル
ニ
海
軍
胸
膜
炎

ハ
、
從
來
信
ぜ
ラ
レ
タ

ル
如

ク
屡

ζ
結
核

ヲ
緩
登
セ
ズ
。
随

ツ
テ
結
核
縫
登

ノ

ぬり

　

　

　

む

　

　

　

　

　

バリ

む

　
　

　リ

ハリ

　

　
　

　

　

　

　

む

　

つ

　
　

　

關
係

ヲ
以
テ
、

海
軍
胸
膜
炎

ノ
結
核
性
ヲ
説
ク
根
擦

ト
爲

ス
ニ
足
ラ
ズ
。

二
、
胸

膜

炎
、
健
康

兵
、
非
結

核
症

、
結
核

等

二
於

ケ

ル

「ツ

ベ

ル
ク
リ

ン
」
反
磨

バリ

　

　

り

　

　

　

あり

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
反
癒

ノ
結

核

診
断

上

ノ
意

義
、
換
言

セ
バ

0∩
℃
・
。闘津
騨

二
就

テ

ハ
、
現
今

尚
多

少

ノ
論
議

ア
レ
ド

モ

(假
含

囚
お
年

寓
舞

冨
ρ

Q∩
簿
9

一
派

ノ
如

キ
)
、

三
般

的

ニ
ハ
、

結
核

二
樹

ス
ル
特

殊
反

鷹

ト

シ
テ
、

認

メ

ラ

レ
タ

ル
事
實

ナ
リ
。

而

シ
テ
、

或

ル
疾

病

ト
結

核

ト
ノ

關

係

ヲ
究

ム
〃

二
當

リ
、

「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
反

鷹

ノ
如
何

ヲ
槍

ス
ル

毛
、

其

三
法

ト

ス
ル

ニ
差
支

ナ
カ

ル
可

シ
。

「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
反

磨

ノ

陰
性

ナ

ル
事

ハ
、

必
ズ

シ

壬
結
核

ヲ
否

定

ス
〃

モ
ノ

ニ
非

ル
事
、

素

ヨ
リ

ナ

レ
ド

モ
、

(但

シ

団
コ
σq
①
一

ハ
千

倍

稀
羅
液

ヨ
リ
奮

「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
原

液

二
到

ル
迄

、
数

種

ノ
濃
度

ノ
「
ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
」
液

ヲ
使

用

シ
テ
、
凡

べ
テ
陰
性

ナ

レ
バ
少

ク

モ
小
見

二
於

テ

ハ
、

結
核

ヲ
否

定

シ

得

。
即

チ
氏

ノ
法

二
依

川

「
ツ

ベ
ル
ク

リ

ン
」
反
慮

陰
性

ノ
場

合

ヲ
、
結
核

否
定

上
、
特

二
債
値

ア
リ
ト
高
唱

ス
)
。
「
ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
」
反

慮
陽
性

ハ
、
常

二
該
個

髄

二
結
核

性

病
機

(勿

論
夫

レ
ガ
活

動
性

≧

〈けぞ

力
潜

伏
性

寡
Φ
暮

カ
ヲ
匝
別

シ
得

ザ

ル
事

ハ
、
三
般

二
唱

ヘ
ラ

ル

・
所
ナ

レ

ド

モ
、

閏
9
。。。
貫

O∩
。
ζ
。
ω。。σ
巽
σq
。
「
卿

ノぐ
凶。
プ
∋
彗
コ

ハ
十

萬
分

ノ

三
琵

閃

=
墨
σq

ハ

一
萬

分

ノ

一
琵

ニ
テ
陽
性

二
反
磨

ス
ル

ハ
、
臨

鉢

的
活
動

性
結

核

ニ
シ
テ
、
千

分

ノ

三
耗
陽
性

反
慮

ノ
場

合

ハ
、

活
動

性

力
非

動
性

カ
ヲ
匿

別

シ
得

ズ

ト
謂

フ
。
〉

ノ
存

在

ヲ
指
示

ス
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
、

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
反
慮

ノ
現

否

ハ
、
≧

一興
σq
一の
N⊆
ω8
琶

ノ
成

否

二
掛

リ
、

又

近
來
其

反
癒

ノ
強

度

ハ
、

皮
膚

二
於

ケ

〃
植

物
性
神

纒
機
能

ノ

原

著

上
田
11
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

六
九
一

'
'



原

著

上
田

11
帝

國
海

軍

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎

ノ
研
究

六
九

二

状

態

二
關
係

ス
ト

ノ
説

ア

リ
。

「
ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
」
皮
膚

反

鷹

ノ
楡
沓

か
浄

ト

シ
テ

ハ
、

從
來

国
β
⊆
簿

法
、

重

二
行

ハ
レ
タ

ル

モ
、

三
九

〇
八
年

蜜
。
コ
α
巴

ノ
報
告

二
序

デ

三
雪
8
琵

卿

因
9
叉

ノ
皮

内

反
慮

(H暮
戦巴
臼
ヨ
o
器
pゆ
パ
鉱
o
ロ
)
ノ
人

盟
試
瞼
以

來
、

西
欧

ニ
テ

ハ
、

近
來

所
謂

「
ツ

ベ
ル
ク

リ

ン
」
皮
内

反
癒

(凶昌
け,

冨
ざ
富
器

月
⊆
σ
。
昏
三
葺

。
9
互

。
・
)
ノ
成
績

報
告

多

シ
。

然

レ
ド

モ
、

本

邦

ニ
テ

ハ
井

上
、
岩

佐
等

ノ
報
告

二
過

ギ
ズ
、

殊

二
胸

膜
炎

二
樹

ス
ル

皮

内

反
慮

ノ
實
瞼

報
告

ハ
、

本
邦

ニ

ハ
無

キ
ガ
如

シ
。

欧

米

ニ
テ

モ
此

種

ノ
文
献

亦
、
極

メ
テ
稀

ニ
シ
テ
、
≦
-・
渚
。
二
昌
、僧
一リロ

ニ
依

レ
バ
、

確

實

ナ

ル
結

核
性
胸

膜
炎

ニ
テ

モ
、

其
初
期

乃

至
滲
出
液

増

留
期

ニ
ハ
、

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
反
癒
陽

性

ナ

ル
モ
、

極

期
乃

至

吸
牧

期

ニ
ハ
、
如

何

ナ

ル
方

法

二
依

ル
「
ツ

ベ

ル
ク
リ

ン
」
反
癒

モ
一

凡

ベ
テ
陰

性

二
終

ル
ト
云

フ
。

轡

「
、
、
、
、

、

、

ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
原

漉

。

使
用

セ

ル
害

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
原

液

ハ
、

昭
和

二
年

五
月
特

二
傳

染
病
研

究

所

二
依
頼

シ
テ
得

タ

ル
、

唯

一
株

ノ
人
型

結
核

菌

ヨ
リ
、

同

三
時

二
製

セ
ラ

レ
タ

ル
、
毒
力

同

三
ノ

モ
ノ
ヲ
、

各
方

面

二
頒
途

シ
、

各
海
軍

病

院

ノ
同

三
藥

剰

科
士

官

ノ
手

ニ

テ
、

稀
繹

供
用

ス
ル
事

ト

セ
リ
。

蓋

シ
實

験
成
績

ノ
劃

三
ヲ
期

セ

ン
ガ
爲

メ

ニ
外

ナ

ラ
ズ
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
濃
度

及

用

量
。

二
三

ノ
文
獄

二
依

ル

ニ

]≦

o
づ
畠
匹

冨

9
暮
o
g
×

]≦
9
♂
『

雌

欝

げ

露

菰

]≦
●
図
o
ω
o
コ
σ
臼
σq

HO
O
O
粛

薄

⑰
O
O
O
醸
蕩

}
}

。。
O
O
O
O
譲
藩

9
0
0
0
粛
蕩

「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
反
癒

ヲ
實

施

ス
ル

ニ
當

リ
、

ハ
、

可

ナ

リ
古

キ
歴
史

ニ

シ
テ
、

文
獄

上
濃

度
及

ビ
用

量

二

反
癒

ト

シ
テ

ハ
、

用

ヰ

ラ

レ
タ

〃

「
ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
」
ノ
濃

度

ガ
、

換
言

セ
バ

「
ツ

ベ

ル
ク
リ

ン
」
敏

感

ナ

ル
事

ガ
、

　
劃

O
.8

舗

O
」
舗

O
・8

舗

O
」
舗

「
ツ
べ

ル
ク
リ

ン
」
内

二
「混
在

セ

ル
蛋
白
」
二
因

ル
非

特
殊

反

癒

ヲ
、

同

避

セ

ン
ト

ス
ル
企

テ

、

種

々
ナ

ル
差
等

ア

ル

ハ
、

圭

ト

シ
テ
之

レ
ガ
爲

メ
ナ

リ
。

勿
論
結
核

ノ
特
異

稀
薄
デ

ア
リ
、
且

ツ
用

量

ノ
少

キ

ニ
モ
拘

ラ
ズ
、
陽
性

反
慮

ヲ
呈

ス
ル
貼
、

結

核

ノ
特

異

ナ

ル
鮎

ニ
シ
テ
、

「
ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
」
ノ
結

核
特

殊

反
磨

ト

シ
テ

ノ
債
値

ノ
存

ス



ル
重
要

先

ル
事

項

ナ
リ
。

余
等

(金

井
)
ハ
如

⊥

ノ
理
由

ヨ
リ
、

如

何
ナ

〃
濃

度
。
如

何

ナ

ル
量

ガ
、

「
ツ

べ
ル
ク
リ

ン
」
皮
内

反
癒

試
瞼
三

際

シ
テ
、

適
當

ナ

ル
カ
ヲ

知

ラ

ン
ガ
爲

メ

ニ
、

如

次
豫
備

試
瞼

ヲ
行

ヘ
リ
。

ヘ

ヘ

へ

(イ
)
肉
汁

液
。
馬

肉

五
〇

〇
屍

二
、
鋼

水

一
〇
〇

〇
耗

ヲ
加

へ
、
Ω
奎
三ま
。ユ
ρ
昌
ユ

ノ
釜

ニ
テ
、
撮
氏

一
二
〇
度

三
時

間
加
熱

シ
、
濾

過

シ
タ

ル
液

。
'

(
ロ
)
○
・
五

%
石
炭

酸

加

生
理

的
食
購

水
。

(
ハ
)
前
記

奮

「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
原

液

ト
肉
汁
液

ト

ヲ
、
各

○

・
五
%
石

炭
酸

生
理

的
食
璽

水

ニ
テ
、
百
倍

、
三
千
倍
、
三
萬
倍

、
五
萬
倍
、

十

萬

倍

二
稀

繹

シ
、

夫

々

ノ

○
・
一
琵

及

ピ
○

・
五
%
石
炭

酸
加

生

理
的
食

塾

水
○

・
一
琵

ヲ
、

同

一
患
者

(肺
結
核

七

例
、
胸

膜
炎
九

例

及

ピ
非

結

核

症

三
二
例
)
二
皮
内

注

射

シ
テ
、

其
反
慮

ヲ
四
日
間

二
亙

リ
槍

シ
タ

ル

ニ
、

肉

汁
及

ビ
石
炭

酸
食

璽

水

ハ
総

べ
テ
陰

性
。

而

シ
テ

「
ツ

ペ

ル

震

'十

ー

撒

ク
リ

ン
」

反
慮

ハ

(第
十

三

,

一

習

需

》

(
⇔
豊

)

暑

諮

煮

激

へ一
b9豊

)

ー
勲 欝

/

齢

蝕

/

ノ

「
受

九

モ

・ノ

、

唱

k
」
鰐

照

9
0
0
0
粛
盗

こ。
O
O
O
O
二

一
〇
〇
〇
二

お

O
二

喜

露
憲
(
冒

二
)

鐸

τ

】
・
(椴
錘

癖
廓
洌
孟

一
・

劇
●

(
2

口

歯
矧

爵

)

]
・

(糊

首

訟

蕉

)

一
。

o刈i日 刈 「ori【

一 一 こJH』o

轟
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轡

欝
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瞬
聾

ゆか
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(
「
申

刈

ロ

ー

樗
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♂
メ

響

貴

逡

礫

ー

)

ρ

一
・

唾

H
。
・

おゆ
汗

●
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表

)
。

五
萬
倍
迄

陽
性

ノ
者

ハ
、

肺

結

核

二

一
例

ア

〃
ノ

ミ
。

又

三
萬
倍

迄

ノ
陽
性
率

ハ
、

肺

結
核
2

7
、
胸
膜
炎

4
P

、

非

結
核

症

登

12

ニ
シ
テ
、
何

レ
モ
其
陽

性
率

五

〇
%
以
下

ナ

リ
。
斯

ク

ノ
如

キ

「
ツ

ベ

ル

ク
リ

ン
」
陽

性
率

ハ
、
海

軍

ハ
勿

論
、

其
他

ノ
從
來

文
獄
三

比

シ
テ
、

過

少

ノ
感

ア
リ
。

三
千

倍
迄

ノ
陽

性
率

ハ
、

肺

結
核

β

7

、
胸

膜
炎

7

9
.
非

結
核

症
9

一12

ニ
シ
テ
、
之

ヲ
季
均

ス
ル

ニ
22

一28

ト
ナ

リ
、

三
萬
倍

迄

ノ
陽
性
率

ノ
丁
度

二
倍

二
相
當

ス
。

ら

結

核

性

ト

断

定

シ
得

ル

「
ツ

べ

ル

ク

リ

ン
」
用

量

一一
就

テ

ハ
、

幾

多

ノ

文

献

ア

リ

。

就

中

く
三
二

w∩二
3

ハ
、

「
ツ

ベ

ル

ク

リ

ン
」
○

・
一
醗

デ

、

原

著

上
田
11
帝
國
海
軍

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎

ノ
研
究

六
九
三



原

著

上
田
"
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

六
九
四

進
行

性
結

核

二
陰
性

ノ
事

ア
リ

ト
云

ヒ
、

三
碧
8
二
×

ハ
、

○

・
〇

一
礒
デ

陰
性

ナ

レ
バ
、
結

核

ヲ
除

外

シ
テ
可

ナ

リ

ト
云

ヒ
、

レま
一一2

ハ
,○

・

〇

二
漉
デ

、
結

核

ハ
皆
陽

性

二
反
慮

ス
ト
云

ヒ
、

三
。a

巴

ハ
○

・
○

〇

三
礒

デ
、
結

核

ノ
第

一
乃

至
第

二
期

ノ
九

五
%

ハ
陽

性

ナ

リ
ト

云

フ
。

岩

佐
、

菅

原

ハ
、

三
萬
倍

○

・
〇
五

琵

ヲ
適

當

ト
圭
張

ス
。
如

此

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
濃
度

乃

至
用

量

ノ
諸

家

ノ
記
載

二
相

違

ア

ル

ハ
、
畢

覧

ス

リ

ル

ニ
使
用

セ

ル
奮

「
ツ
ベ

ル

ク
リ

ン
」
原

液

ノ
相
違

、
個

人

ノ
禮
質

差
異
等

ガ
.

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
反
癒
出

現

ノ
程

度

二
、

關

係

ス
ル

ニ
基

ク

モ
ノ

ニ
シ
テ
、
殊

二
「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
」
毒
力

槍
定

法

ノ
規

一
セ
ザ

川
今

日

二
於

テ
、

除

リ

ニ
此

問

題

ヲ
論
議

ス
ル
ノ
要

ナ

カ
ル
可

シ
。

要

ス

、

ル

ニ
余

等

ハ
左

記

ノ
理
由

ニ
ョ
リ
、
余
等

ノ
使
用

セ

ル
「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
」
原
液

ニ
テ
、
団
コ
σq
。
一

ノ
用
量

(但

シ
千

乃

至
百
倍

液
迄

)
一一
従

ガ

フ

ヲ
、
適

當

ト
認

メ
タ
リ
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

へ

(
三
)
余
等

ノ
豫
備

試
験

ニ
テ

ハ
、

肉
汁

反
態

ハ
総

べ
テ
陰
性

ナ

リ

(百
倍

乃
至

十
萬
倍

液

ニ
テ
)
。

西

(濱

次
郎
)
モ
、

「
グ

リ
セ
リ

リ

ン
」
肉
汁

反

雁
幽
ハ
起

ラ

ヌ
ト
云

フ
。

三
蚕

農

慶

、
ぢ

跡
㊧

謬

聖

歎

、
爾
後
漸
次
消
墾

窒

(N
ξ

=
似∋
・奪

)、
「ハ
欲

ハ
歌

」
露

極
勲

・
瀞
言

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

後

ヲ
通

常

ト

シ
、
場

合

ニ

ヨ
リ
満

四

日
後

二
極

度

二
達

ス
(ω
審
g

勢

ま
ロ
)
。
余

等

ハ
注

射

後
満

二
日
後
及

ビ

満
四

日
後
ノ

槍
査

二
依

ツ
テ
、

「
ツ
べ

ル
ク
リ

ン
」
反
慮

ノ
陽

否

ヲ
決
定

セ

バ
、

蛋
白

ノ
非

特
殊

反
鷹

ト
、

「
ツ

ベ

ル
ク
リ

ン
」
反

態

ト

ヲ
優

別

シ
得

ト
信

ズ
。

　

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(三

)
即

00
。
ロ
ω

卿

男

≦

寓

貯
二
一凶。
N
,
因
p
α
。
∩
一、
一
等

二
依

レ

バ

、

結

核

性

有

機

膿

(ε

σ
Φ
葺

三
〇
。。
2

0
「
σq
9
コ
凶。。
ヨ

⊆
の
)
ハ
、

総

べ

テ

ノ
生

物

學

的

刺

戟

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ニ
封

ツ
敏

感

ニ
シ
テ
、
無

論

蛋
白

ニ
モ
過

敏

ナ

レ
ド

モ
、

温
血

動
物

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
(≦
餌
三
】暮

鐸

2
び
臼
汀
島

こ

ニ
ハ
最

モ
敏
戚

ナ

リ

ト
言

ヘ
リ
。

蛋
白

過
敏

性

ガ
事

實
、

結

核

二
存

在

セ
バ
、

所
謂

「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
」
反

癒

ガ
、

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
ノ
特

異

成
分

ノ

ミ
ナ

ラ
ズ
、

含
有

蛋
白

ノ
爲

メ

ニ
モ
反
癒

ス
ト

ス
ル

モ
、

結
核

ヲ
判

別

ス
ル
上

二
於

テ
、

毫

モ
差

支

ナ

シ
.

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(四
)
余

等

ノ
實

験
三

テ

ハ
、

「
ツ

べ

ル
ク

リ

ン
」
反
慮

陰
性

ニ
シ
テ
、

蛋
白

反
癒

ノ

ミ
陽

性

ナ

〃
例

ナ

シ
。

　

　

　

　

　

へ

め

も

へ

も

も

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

コ

(五
)
、

「
ツ

ベ
ル

グ
リ

ン
」
ハ
、

健
康

ナ

ル
無
結
核

乳
児

二
、

二
〇
蝿

ヲ
注
射

ス
ル

モ
、

何
等

反
態

ナ

ク

(国
夷

♀

閑
砦
・
『)
、
叉
健
康

ナ

ル
犬
ル

至
家

兎

二
、

五
乃

至

二
八

琵

ヲ
輿

フ
ル

モ
何
等

ノ
愛

化

ナ

シ

(≦
o
剛9
2
,鼻

ω
〇
三
け8
与

鉱
∋
)
。
加

之
、
既

二

囚
。
。
プ

ハ
、

「
ツ

べ

〃
ク
リ

ン
」
創

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

へ

も

へ

　

　

つ

り

製
當
時

、
健

禮

(結

核
無

キ
)
二
、

其

二
琵

ヲ
注
射

シ
テ
、
無

反
癒

ナ

ル

ニ
、

結
核

者

ニ
テ

ハ
極

微
量

(十

萬
分

ノ

三
琵
内

外
)
ニ
デ

モ
、

反
癒



シ
得

ル

壬
ノ
ナ

ル
事

ヲ
讃

セ
ジ
。

「、ツ
、べ
、ル
グ
ゾ
、ン
」炭
慮
ガ

、
紹
ぼ

桿

異
控

デ
、ル
事
、
ハ
郵
皿、シ
ダ

」弧
ヲ
要

ゼ
船

炉
即

ジ
・

爾
奮

「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
ハ
、

開
封

稀

鐸
後

三
週
間

以
内

二
使
用

セ
ザ

レ
バ
、

反
慮

二
異
同

ヲ
生

ズ

〃
如

ク
唱

ヘ
ラ

・
〃

モ
、
余

等

ノ
實
験

ニ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

へ

っ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

テ

ハ
、
稀

繹
後

三
ケ
月
及
七

ケ
月

経
過

セ

ル

モ
ノ

ニ
テ

モ
新

調

ノ
液

ト
同

結

果

ヲ
得

タ

リ
。

「
ツ

ベ

ル
ク
リ

ン
」
皮

膚
反

態
實
験

操
作

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

①
ピ

ル
ケ
ー

氏

反
癒
。

-

(イ
)
上
騰

ヲ
酒

精
湿

布

ニ
テ

浦
毒

シ
、

次

二
「
エ
ー

テ

ル
」
ニ
テ
清

拭
乾

燥

ス
。

(
ロ
)
傳
研

製
軍

株
奮

「
ツ

ベ

ル
ク
リ

ン
」
原
液

ヲ
、
既

消
毒

上
臆

二
滴
下

シ
、

ピ

ル
ケ
ー
氏
針

ノ
先

端

ヲ
液

滴

二
浸

シ
、
静

カ

ニ
廻
輻

シ
ツ

・

該

部
皮
膚

二
輕

ク
傷

ケ

(出
血

セ

ヌ
檬

)
テ
接

種

ス
。

(
ハ
)
乾

ク
迄

(約

一
〇
分

間
)
室
氣

二
曝

ラ

シ
、
纐

帯

ヲ
施

サ
ズ
。

(
二
)
直

径

○

・
五
乃

至
三

。
○

糎

大

ノ
赤

色
隆

起

ア
ル
ヲ
陽
性

反
癒

ト

ス
。

瞼
査

ハ
接

種
後

二
四
時

間

二
於

テ
行

ヒ
、
其
時

陰
性

ノ
者

ハ
、
四

八

時
間

(満

二
日
)
後

二
再

槍

シ
テ
陽

否

ヲ
定

ム
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

②
皮
内

反
雁
。

(H昌
け鴨9
岸
二
什9
コ
「
0
9訂
鉱
O
一μ
コ
餌
O
プ
囎国
コ
αq
O
一)
。

(イ
)
○

・
〇

五
琵

ヲ
精

確

二
讃

・、得

ル
「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
注
射

器
及
先

端
鈍

ニ
シ
テ

.
直

径

-
b

ー

■

4

粍

ノ
針

ヲ
数

組

準
備

シ
、

消
毒

乾

燥

ス
。

(
ロ
)
警

「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
」液

ノ
、
三
千
倍

及

百
倍

稀

繹
液

(稀

鐸
用
液

ハ
、○

・九

%

食
璽

水

二
、石
炭
酸

ヲ
○

・
五

%

ノ
割

合

二
加

ヘ
タ
ル
モ
ノ
)
ヲ
、

「
シ

ヤ
シ

べ

ラ

ン
」
釜

一=
プ
掻
氏

三
一
五
乃

至

三
二
〇
度

三
〇

分
消

毒

ス
。
稀

繹

セ

〃
奮

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
液

ハ
、
約

一
週

間
使
用

二
堪

ユ
。

(
ハ
)
消
毒

乾

燥

セ

ル
注

射
器

二
、

三
千
倍

奮

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
し
液

ヲ
探

リ
、
消

毒
乾

燥

セ
〃
上

脾
皮

膚

二
、
針
先

ヲ
極

ク
淺

ク
刺

シ
、
後
、
皮

膚

面

二
拉
行

シ
テ
針
先

ヲ
進

メ
、

○

。
三
姥

ヲ
皮

内

二
注

入

ス
。
皮

内

二
液

ガ
入

レ
バ
、
境
界
鮮

明

ナ

ル
蒼

白
色

約

大

豆
大

ノ
隆

起

ヲ
生

ジ
、

指
膣

ヲ
加

フ

ル

モ
、
縮

少

セ
ザ

ル

コ
ト
ヲ
確

メ

ル
。
繍

帯
等

三
切
不

要
。

(
二
)
封

照

ト

シ
テ
、

稀

鐸
用

○

・
五
%
石

炭
酸

加
食

璽

水
○

・
三
琵

ヲ
、

別

ノ

注
射

器

ニ
テ
、

五
糎

以

⊥

ノ
間

隔

ヲ

置

キ
テ
,

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

原

著

上
田
"
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

六
九
五



原

著

上
田
旺
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

六
九
六

ン
」
ト
同

檬
皮
内

一一
注
射

ス
。

(
ホ
)
注
射

後
、

満

四
八
時

間

目

二
槍

シ
、

結

果
不

明
又

ハ
陰
性

ノ
者

ハ
、

満
四

日
目

二
再
槍

シ
、

陽
否

ヲ
定

ム
。

局
所

充
血

、

血

ヲ
來

タ

シ
且

ツ
、
直

径

一
〇
粍

以

上

ノ
丘

疹
乃

至
浸
潤

ヲ
生

ズ

ル
ヲ
陽

性

ト

ス
。

而

シ
テ
左

ノ
如

ク
陽
性

度

ヲ
随
分

ス
。

一+
(丘
奮

径

。
乃
至

五
粍
)萄

一

水
泡
乃
至
出

(原
液
ニ
テ

ピ
ル
ケ
ー
法
)

(麟
盤

亙
琵
)

(塞

嘘
齢

滞
破
)

(1
)
兵

ノ
新
奮

二
由

〃
「
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
」
反
癒

ノ
差
異

(小
林
)
。

海
軍
経
理
學
校
生
徒
及
在
京
海
軍
下
士
卒
健
康
者
合
計

二
三
「二
名

ノ
成
績

ヲ
見

ル

ニ
(第
十

二
表
)

陽
性

一
八
八
名
七
六
・
四
%
ナ

レ
ド
モ
、
下
士

二
於

テ

ハ
八
四
乃
至
九
入
%

ノ
高
牽
ヲ
示

シ
、
生
徒
及
兵

ハ
⊥
ハ
九
%
ナ
リ
。
帥

チ
入
籍
後
、
年

月
ヲ
経

タ
ル
者

二
陽
性
峯
高
キ

ハ
、
或

ハ
入
籍
後
次
第

二
、
結
核
初
感
染

ヲ
螢

ミ
ツ

・
ア
ル
ヤ
モ
知

ル
可

ラ
ズ
。
之

レ
ハ
爾
同

一
人

二
就
キ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

マ

ヘ

へ

つ

も

ヘ

へ

反
復

「
ツ

べ
川
ク

リ

ン
」
槍

査

ヲ
行

ヘ
バ
、

確
認

シ
得

ル
ナ

ラ

ム
ト
信

ジ
、

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
陰
性

生
徒

一
六

名

二
樹

シ
、

更

一ニ
ニ
ケ
月

及
孚

へ

も

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

ぬ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

年
後

ノ
ニ
同

二
亙

リ
、
再

槍

三
試

セ

シ

モ
、

第

三
同

ノ
成
績

ト
全

ク
同
檬

二
皆
陰

性

二
終

レ
リ
。

尚
軍
樂

生

五
三
名

二
就

テ

ハ
、

千
倍

「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
」液

ト
共

二
、

百
倍

「
ツ
べ

ル
ク
リ

ン
」
液

及
○

・
五
%

石
炭

酸

食
璽

水
各

○

.
三
琵

ヲ
以

陽
性
度

什

(丘
疹
直
径

一
⊥
ハ
乃
至

二
〇
粍
添r
9

…冊

(丘
疹

直
径

二

一
粍
以

上
)

(
へ
)
判
定

ヲ
終
　ル

マ
デ

禁
…浴
。

(ト
)
陽

否
不

明
又

ハ
陰

性

ノ
者

ハ
、

第

三
同

注
射
後

、

満
四

日
ヲ
経

テ
、

更

二
、

奮

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
百
倍

液

○

・
一
琵

ヲ
、
前

同

ト
全

ク
同

檬

ノ
方
法

ニ
テ
皮
内

注
入

シ
、

満

二
日
後

及
満

四

日
後

ノ
ニ
同
親
察

シ
テ
陽

否

ヲ
定

ム
。

ピ

ル
ケ
ー

法
及
皮

内

注
入

法

ハ
如

左
圖

、
同

時

二
施
行

セ
リ
。

○

:
団

潜

嬉

」
い

:

:
○

:
団

慧
嬉

ト

:
:
○

↓

↓

↓



テ
、

比
較
試
験

ヲ
試

・、
タ

ル

ニ
、

百
倍

液

ニ
テ
梢

ー
強

度

ノ
反
慮

ア
リ
。
石
炭

酸
食

璽

水

ヘ

ヘ

へ

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

要

ス
ル

ニ
、
入
籍

後

ノ
経

過
年

月
長

キ
者

二
、

「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
反
癒

陽
性
牽

高

シ
。

(2

)
「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
皮

内

反
癒

ト
ピ

ル
ケ
ー

反
磨

(第
十

三
表
)
。

「ツベ ル ク リン
」反癒 成績第十二表

「＼-1ツ ベ ル ク リ ン♪'皮 内 反 慮 干 倍 被 槍

液0・1i垢

被 瞼 者 人 員

1

1

陽 性 陰性

一

陽性率
%
陰性率
%

r+)i(++)1(柵) (一)

33

29

32

67

71

68

PO

ど0

ρ0

0

5

2

仔0

匠0

ρ0

FO

O
』

pO

娼

p
酬

年

年

年

三

二

三

生

徒

3 177129練}5gl 14 25

 

経兵1普

16

2

84

98

11

1

(U

(U

26

13

 

33

39

⑳
μ

練

曹兵

経

樂

高

軍

下

士

計12331988・1・ 45176・4123・6

 

合

表三

 

十第

被検藪
皮 内 反 鷹(十) ピルケー氏反磨(+) 差

(皮内反磨
超過牽)藪i% 数1%

1

(横)

(佐)

504

1147

283

880

56.2

76.7

259

624

51.4

54.4

4.8%

22.3

計i・65・1・16317・ ・41883153・51・6・9

備 考

ニ
テ

ハ
全
然
陰

性

ナ
リ

キ
。

被1 皮 内反 慮(一)
ビル ケ ー一(一)

皮 内反 懸(一)
ビル ケー
(+)

,

%

皮内反慮(十)
ビルケー(十)

皮 内反 磨(+)
ビル ク ー( 一)

検

数

氏反雁1 氏反懸
一,一 一 　 ,,},一 一 一

氏反磨 氏反磨

刎% 数 i 1数1% ・数1%

1147 1741・5・2 9318・・1 531146・3 34913軌4

一

ら

モ
、

(他
方

的
差
異

P
)
雨

者

ヲ
李

均

ス

レ
バ
、

被
槍

者

三
⊥
ハ
五

一
名
中

、

皮
内

反
雁

陽
性
峯

七

〇
・
四

%
、

ニ
シ
テ
、

ピ

ル
ケ
ー
法

二
比

シ
、

皮
内

反
雁

ノ
陽
性

峯

一
六

・九

%
丈

ケ
高

シ
。

高

キ

ハ
、

既

二
諸
家

(三
き

8
二
×
噛
言
8
。。剛憎
井

上
等

)
ノ

認

ム
ル
所

ニ
シ
テ
.

原

著

上
田
11
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

横
須
賀
海
兵
團

二
、
昭
和

二
年
十

二
月

三

日
入
團

セ
〃
新
徴
兵
五
〇
四
名

二
封

シ
、

昭
和
三
年

一
月
下
旬
施
行
セ
ル
(山
城
)
成

績

ニ
テ

ハ
、
皮
内
反
慮
陽
性
率
五
六
・
二
%

ビ
ル
ケ
ー
反
懸
陽
性
率
五

一
・
四
%

ニ

シ

テ
、
其
差
僅

カ

ニ
四
・
八
%
ナ

〃
二
拘
ラ

ズ
、
佐
世
保
海
兵
團

二
、
同
時

一一
入
團

セ

ル
新
徴
兵

二

四
七
名

二
封

ス
ル
、
昭
和

三
年

一
月
中
下
旬
施
行

ノ
結
果

(久
富
)
ハ

皮
内
反

癒

陽
性
七
⊥
ハ
・
七
%
、

ピ
ル
ケ
ー

反
雁
陽
性
五
四
・
四
%

ニ
シ
テ
、
皮
内
反
雁

ノ
陽
性
率

ニ
ニ
・
三
%
丈

ケ
高

シ
。
横
須
賀

ト
佐
世
保

ト

ニ
、
如
此
皮
内

反
雁
成
績

ノ

差
異
ヲ
來

セ
ル

ハ
、
其
原
因
不
明
ナ

レ
ド

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

し

も

も

あ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

へ

も

も

へ

も

し

ピ

ル
ケ
ー
反
鷹
陽
性
五
三
・
五
%

皮
内
反
磨

ノ
陽
性
率
ガ
、
ピ

ル
ケ
ー
反
雁
陽
性
率

ヨ
リ
モ

余
等

ノ
成
績
亦
然

リ
。
而

シ
テ

佐
世
保

ノ
所
見

二
依

ル
ニ
(第

六
九
七



原

著

上
田
11
帝
國
海
軍

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎

ノ
研
究

六
九
入

十
三
表
備
考
)
。

表四十第

陽否不明及ビ
陰 性

数%

 

性陽

127・8

i

}
(927)'「e

592

592

計

弓7
,∴

56.6

36.1

72.2

陣 四日後吟満 二 日 後

%

3.5

10.5

8.1

鍛

1205

335

1540

 

数%数量

74

98

172

53.0

25.6

64.2

1131

237

1368

 

射注

]%-0.1耗

1%一 一〇.1,,

合 計

被瞼人員

2132
*
(927)

綜

憲

ト
諌

管

藩

h
川
・
蕩

重

砂
ブ
郵

ダ
、
齢
聖

於
峯

変

訟

郵

契

.
む

レ

ハ
ピ

ル
ヶ
1

法

ニ
テ

ハ
、

實

際
皮
内

二
滲

入

ス
ル
「
ツ
べ

ル
ク
リ

ン
」
量

不

定

ナ

ル
爲

メ
ナ

ル
ヤ

毛
知

レ

ズ
・
殊
二
橡

慰

陰
吹

ハ
罫

働

で

隷

外
体
憲

陽
筆

ハ
発

「ゴ
梁

・
ぢ

㌃

.而
シ

テ
此

九

三
例

ハ
.
百
倍

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
液

ニ
テ
皮
内

反
雁

ヲ
再

試

シ
テ
再

度

陰
性

二
終

レ
ル
者

ナ

リ
。

此
事

實

ハ
原
因

不

明
ナ

レ
ド

モ
、

ピ

ル
ケ
ー1
法

ハ
、

皮
膚

損

傷

程
度
、

皮
内

注

入
法

二
比

シ
テ
大

ナ

ル
ガ

爲

メ

ニ
、

或

ハ
消
毒

不
完

全

ヨ
リ

セ
ル
雑

菌
乃

至
他

ノ
起
炎

物

ノ
混

入

二
基

ケ

ル
、

謂

ハ
"
手
技

ノ
鉄

鮎

ナ

ル
ヤ

モ
知

ル
可

ラ
ズ
。

.

次

二
皮
内

反
癒

ノ
起

リ
方

ヲ
槻

ル

ニ
.

(第

十

四
表
)

千
倍

液

○

・
三
蠕

ニ
テ
、

正
常

反
癒

五

三
%

(満

二
日
後
)
逞

反
癒

三
・
五

%

(満
四

日
後
)
ア
リ
。

而

シ
テ
全

禮

ノ
約

牢
歎

二
相
當

ス
ル
陽

否
不

明
乃

至
陰

性
者

(九

二
七
名
)
ヲ
、

更

二
満

四

日
後

、

百
倍

液

ニ
テ
復

試

ス
ル

ニ
、

正
常
反

雁

二
五

・⊥
ハ
%
、

逞

反
癒

一
〇

・
五
%

ヲ
生

ズ
。
人

員

ノ
絶
禮

歎

ヨ
リ
云

ヘ
バ
、

逞

反
癒

ヘ

ヘ

へ

者

ガ
、

第

三
同
千
倍

液

ノ
時

ヨ
リ

モ
、

約

三
割

方

培
加

ス
。

而

シ
テ
総

成
績

ノ
上

ヨ
リ
観

レ
バ
、

正

常

反

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

慮
者
六

四
・
二
%
、
渥

反
慮

者
入

・
三
%
、
合

計
七

二
・
二
%

ノ
陽

性
峯

ニ
シ
テ
、

陰
性

二
七

・八

%

ア
リ
。

横
須
賀

ニ
テ

モ
、
千
倍

液

陰
性

二
〇
七

名
中

、

百
倍
液

復
試

ニ
ヨ
リ
、
四

三
名

ノ
陽

性
者

ヲ
出

セ
リ
。

経

理
學

校

二
於

ヶ

ル
経
験

ニ
テ

ハ
、

千
倍

液

ニ
テ
陰

性

ナ

ル
者

ハ
、

百
倍

液

ニ
テ

モ
矢
張

リ
、

陰
性

ナ

ル

ニ
、
佐

世
保

及
横
須

賀
等

ニ
テ
、
如

此
多

歎

ノ
陽
性

者

ヲ
出

セ

ル

ハ
、

千
倍

液

ニ
テ
必
ズ

シ
モ
、

明

カ

ニ

ヘ

ヘ

へ

陰
性

ナ
リ

シ

ニ
非

ズ

シ
テ
、

陽
否

不

明
者

ガ
、
百

倍
液

ニ
テ
、
陽

性

二
現

ハ

レ
シ

モ
ノ
ナ

ラ

ム
。

既

一一
千

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ミ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

セ

へ

も

ヘ

マ

へ

倍
液

ニ
テ
モ
、
其
反
癒

二
強
弱

ノ
差

ア
ル
事

ヲ
肯
定

ス
レ
バ
、
千
倍
液

二
痕
跡
陽
性

ノ
者
ガ
、
百
倍
液

ニ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

セ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

テ

明

カ

ニ
陽

性

ト

ナ

ル

ハ
、
何

等

帷

シ

ム

ニ
足

ラ

ズ

、
頗

ル

有

リ

得

可

キ

(血
O
う
斥
σ
P
「
)
事

ニ

シ

テ

、

〉
臣

「σq
♂

つ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ワら

ぬ

ノ
程

度

ノ
差

二
因

ル
ト
説

明

シ
テ
可

ナ

ラ

ム
⑩



'

'

要

ス

ル

ニ
皮

内

反
雁

ハ
、

ピ

ル
ヶ
1
法

ヨ
リ

モ
、

陽
性

恋
工
局
キ

モ
、

皮
内

反
鷹

ハ
、

度

モ
雨

者

三
致

セ
ズ
、
蓋

シ
ピ

ル
ケ
ー

法

ノ
操
作

ノ
鉄

黙

力
P
。

叉
本
實
瞼

ノ
脛
験

ヨ
リ
余

等

ハ
、

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
反

癒

ト

シ
テ

ハ

表五十第

被
、 槍

「ツ ベ ＼ 者
、

ル ク リ ン 」
___9-一 一 一

皮 内反 庶

健 新 ・非 結 核i胸 膜 炎 胸膜炎余結核 肺 結 核

数%i釧%阪1%
}

籔1% 刎 宏

羅國 課 81.3L塑[243 91.7
71一酒if 94.6

109
-

122

、

89.3

ピル ケ ー氏 8S3一
1216

53'51煽 60.8
]37 72.91

157
87.7 8785

.3禰
1651

一
188

一
65反 慮

__一 騨7一　一 一『 一『 一一 　

差1 ・5・7i2飢5-8・816・9 4.0

ピ

ル
ケ
ー

法
陽
性

者

ヲ
虐葬
全

二

α
o
o
評
o
ロ

セ
ズ
。

又
強

性

 

陽

原

著

、

皮
内

反
鷹

ノ
勝

レ
タ

ル
所

以

ヲ
、

左

ノ
諸

貼

二
婦

セ

ン
ト

ス
。

』蕪

讐
罫
τ
ー
ー

五
、

皮
膚

消
毒

不
注
意

二
因

ル
、
雑

菌

其
他
起

炎

物

ノ
皮
内

浸

入

ノ
可

能
性

殆

ン
ド
無

ク
、
随

ツ

テ
、

反
慮

判
定

二
迷

ハ
ザ

ル
事
。

⊥
ハ
、

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
ノ
消

費

量
非
常

二
少
ナ

ク

シ
テ
、

経
濟

的

ナ

ル
事
。

(3
)
胸

膜
炎

、
健

康
新
兵

、
非

結
核

症

及
肺
結

核
等

ノ
[
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
反
底

所
見
。

先

ヅ
皮

内

反
癒

二
就

テ
見

ル

ニ
(第

十

五
表
)
。

健

康

新
兵

二
六

「一エ
ハ
名
中

三
入

二
一二
名

陽
性

ニ
シ
テ
⊥
ハ
九

・
二
%

二
當

リ
、
非

結

核
症

五
七

八
例

中
陽

性

四
七

〇
例
、
八

三
・
三
%
、
胸
膜

炎

二
四
三

例
中
陽

性

二
二
三
例
九

一
・七

%
、
胸
膜

炎
兼

結

核
七

五
例

中

七

一
例
、九

四

.⊥
ハ
%
、
肺
結

核

三
二

二
例
中

三
〇
九

例
八
九

・
三

%

二
陽

性

ナ

リ
。
即

チ
胸

膜

炎

ノ
陽
性

率

ハ
甚

ダ
高

ク
、
肺
結
核

ヨ
リ
モ
寧

ロ
高
拳

ヲ
示

ス
。胸
膜
炎

二
比

シ
テ
非

結
核

症

ノ
陽
性
率

ハ
、
約

三

〇
%
低

ク
、健
康

ナ

ル
新
兵

ハ
、約

≡

二
%
低

ケ

レ
ド

モ
、新

兵

二
於

テ
既

二
、六

九

%

ノ
「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
」
反
慮

陽
性

ナ

ル
貼

ヨ
リ
考

フ

レ
バ
、

一
般

二
我
國

二
於

ケ

ル
結
核

浸
淫

ノ
、
如

何

二
深

酷
ナ

ル
カ

ヲ
知

リ
得

可

ク
、
非

結

核
症

二
於

テ
更

二
高
率

ナ

ル
ヲ
見

レ
バ
、
盆

ー
其
戚

ヲ
深

ク

セ
ザ

〃
ヲ
得

ズ
。

最

近
芳

賀

ハ
、

海
軍

機
關
學

校
生

徒

(入
籍

二
乃

至
三

年
後

)
三
七
五

入
名

二
就

キ

上
田
11
帝
國
海
軍

二
於
ク
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

六
九
九



原

第 十 六表 「ツべノレク リン」反 雁 ノ強度
ピ
"
ケ
ー
反
慮

陽
性
六
九
.六
%

一一 《一 鴨 著

陰

性へ
二

〇
　

四
%

弱中強 ケ
反等反 ル

撃 漿
七 ニ ー ノ

69九 要
%七%
%

上
田
ll

帝
國海

写
於

ビ ル ケ ー 氏 反

倒 齢 船 計

皮 内 反

者陽

数 %数%

 

被
数

性1内 柵 合計

数1%1数1%

被検者 陽
数

 

所

轄

病

類

嚇 兵{ 佐 12・32
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〇

例
中
、
之

ヲ
訴

フ

ル
者

四
⊥
ハ
例

二
七

.
○
%

ニ
シ
テ
、

圭

ト

シ
テ
患

側

ナ

レ
ド

モ
、

稀

二
爾

側

二
在

リ
、

反
側

ニ
ハ
無

シ
。

元
來

此

一
過

盤

ノ

背
痛

ハ
、

肺

門
乃

至
肺
尖

ノ

結
核
竈

ヨ
リ
、

局

所

的
胸

膜

刺
戟

ヲ
及

ボ

ス
爲

メ
ト
解

セ
ラ

ル
。
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胸

膜

炎

非
結
核
症

肺

門

原

著

上
田
ロ
帝
國
海

軍

二
於

〃

ル
胸

膜
炎

ノ
研
究

七
〇
五



原

著

上
田

11
帝
國
海
軍

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎

ノ
研
究

七
〇

六

ヘ

ヘ

ヘ

へ

非

結
核

症

ニ
テ

ハ
、

一
〇
七

例
中
六

例

五

・六

%
陽

性

ニ
シ
テ
、

胸

膜

炎

二
比

シ
著

シ
ク
少
ナ

シ
。

　

　

　

　

　

(4
)
淋
巴
腺

腫

脹
。

淋

巴
腺

腫

脹

ハ
、
結

核
感

染

ノ
第

一
期

症
状

ト

シ
テ
最

モ
屡

ー
現

ハ
レ
、

臨

躰

上
常

二
注

目

サ

レ
〃

三
兆

ナ

リ
。

併

シ

頸

項

部
淋

巴
腺

腫

ガ
結
核

第

三
期

ノ
兆

ナ

ル
ヵ

ハ
、

別
問
題

ト

シ
テ
、

兎

二
角
、

頸
腺

腫

ガ
結

核

ト
關
係

ア

〃

ハ
事

實

ナ

リ
。

○
賠
・ヨ

ハ
、

凡

べ
テ

ノ
表
在

腺

ヲ
槍

シ
タ

レ
ド

モ
安
當

ヲ
映

ク
嫌

ア
リ
。

ヘ

へ

健
康
ナ

ル
入
團
直
後

ノ
新
兵
、

二

三
三
二
名
中
頸
腺
腫
有

ル
者

一
二
名
、
○
・六
%
、
非
結
核
症

一
〇
七
例
中

工

ハ
例

三
五
・
○
%
、
肺
結
核

三
〇
例
中

二

三
例
七
〇
・
○
%
ア
リ
。

も

ヘ

へ

胸
膜

炎

ニ
テ

ハ
、

一
三

五
例

中

九

二
例
六

八

・
一
%

ア
リ
テ
、

其
孚

敷

ハ
雨

側

二
存

シ
、
片

側

ノ

ミ
ノ
時

ハ
、
患

側

ト
反
側

ト
相
孚

バ

シ
、

胸
膜

炎

ノ
患

側

ト
腺

腫

ト

ノ
間

一二

定

ノ
關

係

ナ

シ
。

由
是

観

レ
バ
、
胸

膜

炎

二
於

ケ

ル
頸

腺
腫

ノ
百

分
峯

ハ
、
肺
結

核

ト
殆

ン
ー3
等

シ
ク
、

胸

膜
炎

及

肺
結

核

ノ
約
七

割

ハ
、
頸

腺

腫
脹

ス
ル

ニ
反

も

う

ヘ

シ
、

非

結
核

者

ハ
胸
膜
炎

ノ
五
分

ノ

一
、

健

者

ハ
百
分

ノ

三
以
下

二
相

當

ス
。
頸

腺
腫

脹

ノ
結
核

二
關
係

ア

ル
ヲ
知

ル

ニ
足

ル
。

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

　

　
　

む

　り

　

　

頸

腺

腫

ト

「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
皮
内

反
慮

ト

ノ
關
係

ハ
、

頸
腺

腫
脹

セ

ル
健
康

新

兵

三
二
名
中

、

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
陽
性

三
〇
名
、

陰
性

二
名

頸

腺
腫

有

ル
非

結
核

症
三
七

名
中

,

「
ツ
ベ

ル
ク

リ

ン
」
陽
性

二
四

名
、

陰
性

三
名

ア
リ
。

頸

腺
腫

ヲ
有

ス
ル
胸
膜

炎

八

五
名

中
、

「
ツ
べ

ル
ク
リ

ン
」
陽

性

八
三
名

、

陰
性

二
名

ナ

リ
。

即

チ
何

レ
モ
頸
腺

腫

ヲ
存

ス
ル
者

ハ
殆

ン
ド
皆

「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
」
陽

性

ナ

レ
ド

モ
、

翻

ツ
テ
頸
腺

腫
無

キ
者

二
就

テ

モ
、

「
ツ

ベ
ル
ク

リ

ン
」
陽

性
大

多
数

ニ
シ
テ
陰
性

少

ナ

シ
。

換

言

セ
バ

頸
腺

腫

ト

「
ツ

ベ
ル
ク

リ

ン
」
ト

ノ
關

係

ハ
、

三
般

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
陽

性
峯

高

キ
爲

メ

ニ
明
瞭

ヲ
鉄

ク
。

要

ス
ル

ニ
.

一
般

「
ツ
ベ

ル

ク
リ

ン
」
反
癒
陽

性
峯
除

リ

ニ
高

キ
爲

メ

ニ
.
頸
腺

腫

脹

ノ
有
無

ト

「
ツ

ベ

ル
ク

リ

ン
」
反
慮

ト

ノ
間

二
特

別
ナ

ル

關
係

ヲ
見
出

シ
難

シ
。

む

　

　

　

　

(5
)
扁
桃
腺
腫
脹
。

扁
桃
腺
ガ
細
菌
侵
入

ノ
門
戸
デ

ア
リ
、
結
核
菌

モ
容
易

二
之

二
穿
入

ス
〃
(細
見
慶
吉
)
事
既

二
知
ラ

レ
タ
リ
。

も

ヘ

ヘ

へ

健
康
新
兵
二

二
二
二
名
中
、
六

二
名

二
。九
%

二
腫
脹
ヲ
認

メ
、
前
掲
頸
腺
腫

ヨ
リ
遙

カ

ニ
高
率
ナ
リ
。

も

ヘ

ヘ

へ

非

結
核
症

ハ
、

健

康
者

ヨ
リ

モ
三
乃

至
五
倍

多

ク
、

一
〇
七

例
中
、

三
四

例

三
三
・
一
%

ヲ
示

ス
。



ヤ

も

へ

胸

膜
炎

ニ
テ

ハ
更

二
増

シ
テ
、
=
二
五
例
中

陽
性

五
四
例

四
〇

・
○
%

ヲ
示

シ
、

就
中
、

爾
側

ノ
者
過

孚

ヲ
占

メ
、
片

側

ノ
場

合

ハ
、
患

側

ハ
反

側

二
倍

ス
。

而

シ
テ
頸

腺

モ
扁

桃
腺

モ
共

二
腫
脹

セ
ザ

ル
例

ハ
、

胸
膜
炎

(二

二
・
二
%
)
二
少
ナ

ク
、
非

結
核
症

(七
七

・六

%
)
ニ
ハ
多

シ
。

　

　

　

つ

　

　

　

(6
)
肺
ン
打
聴
診
所
見
。

A短
、
抵
抗
、
呼
吸
音
微
弱
、
鏡
利
、
粗
裂
、
呼
氣
延
長
、
断
績
性
呼
吸
音
、
氣
管
枝
様
音
等
)

ヘ

へ

ゐ

ヘ

へ

(イ
)
肺

尖

二
何
等

カ

ノ
異

常

ヲ
呈

ス

〃
者
、

胸
膜

炎

三
七

〇
中
、

三
四

三
例
八
四

・
一
%

ア
リ
。
而

シ
テ
約
六
割

ハ
、

片
側
性
、

就
中

患

側

二

陽
性

ノ
者

大
部
分

ヲ
占

ム
。

爾

側

二
異
常

ア

ル

ハ
約

四
割

二
當

ル
。

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

非

結
核
症

三・〇
七

例
中
、

三

二
例

二
九

・九

%

二
異
常

ア
リ
。

健
康

新
兵

二

一
三

二
名
中

二
五
名

、
一
・
二
%

二
過

ギ
ズ
。

(而

シ
テ
此
肺

尖
異

常

ア

ル
者

二
五
名

中
、

「
ツ

ベ

ル
ク
リ

ン
」
反
慮
陽

性
者

三
四
名

五
六

%

ナ

ル

ハ
注
目

ス
べ
キ
事
柄

ナ

リ
)
。
帥

チ
胸
膜
炎

二
於

テ
、
如

何

二
肺

尖
異
常

所
見

ヲ
有

ス
〃
者

多

キ

カ
ヲ
知

リ
得

可

シ
。

ヘ

へ

(
ロ
)
肺

門

ノ
打
聴
診

異
常

ハ
肺
尖

二
比

シ
梢

ー
鮮

明

ヲ
訣

ク
嫌
有

レ
ド

モ
、
余
等

ノ
成
績

ニ
テ

ハ

ヘ

ヘ

へ

胸
膜
炎

一
六

五

例
中

一
〇

二
例
六

三
・八

%

二
陽

性

ナ
リ
。

而

シ
テ

患

側

別

ヲ
槍

セ

ル
四
九

例
中
、

異
常

所
見

ガ
爾

側

二
在

ル
者

ト
、

患

側

ノ

ミ

ニ
在

〃
者

ト

ハ
殆

ン
ド
同
率

ニ
シ
テ
、

反
側

ノ

ミ

ニ
在

ル
者

ハ
其

宇
歎

二
當

ル
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

非

結

核
症

ニ
テ

ハ
肺
門

異

常

ノ
例

少

ナ

ク
、

一
〇
七

例
中

=
二
例

三
二
二

%

ニ
シ
テ
、

胸
膜

炎

ノ
約

五
分

ノ

一
二
過

ギ

ズ
。

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

も

へ

(
ハ
)
肺
尖
肺
門
共

二
異
常
ヲ
呈

ス
川
者
、
胸
膜
炎

ノ
約
孚
数

(五
七

・八
%
)
ヲ
占

ム
。
肺
尖
肺
門
共

二
全

ク
正
常
ナ
ル

ハ
、
健
康
新
兵

ノ
殆

ン

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ド
全
部

、
非

結

核
症

ハ
之

二
亜

ギ
、

五

一
乃

至

三
〇
〇
%

ナ

ル

ニ
反

シ
、

胸

膜
炎

ニ
テ

ハ
僅

カ

ニ
総

歎

ノ
九

%

二
過
ギ

ズ
。

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ぬ

へ

ち

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヨ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

う

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

要

ス
〃

二
胸
膜
炎

ニ
テ

ハ
、
大
多
数
肺
尖

二
打
聴
診
上
異
常
所
見
ア
リ
テ
、
肺
門

ニ
ハ
少
ナ

シ
、

而

シ
テ
肺

二
何
等
異
常
ヲ
見
出

シ
得

ヌ
者

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

も

ヘ

ヘ

ハ
、

全

敷

ノ

三
割

弱

ナ

リ

、

ニ

　

　

つ

　

つ

む

　

(7
)
肺

ノ
X
線
學
的
所
見

(異
常
暗
騎
、
萎
縮
、
灰
化
等
)
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

(イ
)
肺
尖

二
異
常
有

ル
者

ハ
、

胸
膜

炎

一
四
九

例
中
、

五
八
例

三
八

・
九
%
。

而

シ
テ
其

五
八

例
中

爾

側

ノ

者

孚
歎

ヲ
占

メ
、

患

側
之

二
亜

ギ
、

反
側

ハ
患

側

ノ
四
分

ノ

一
二
當

ル
。

又

左
右

ノ
間

二
百
分

率

ノ
差

異

ナ

シ
。

へ

ゐ

ヤ

へ

非
核

結

症

一
〇
七

例
中

X
線

ニ
テ
肺
尖

二
異

常

ヲ
認

ム
ル

ハ
ニ

一
例
、

一
九

・六

%

ニ
シ
テ
胸
膜

炎

二
於

ケ

川
率

ノ
約

孚

バ

ニ
過

ギ
ズ
。
又

左

原

著

上
田
11
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

七
〇
七



原

著

上
田
"
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

七
〇
入

右

ノ
間

二
百
分
率

ノ
差

ヲ
認

メ
得

ズ
。

、

、

、
、

、

、

、

肺
尖

ノ
X
線

二
依

リ
楼

見

シ
得

ル
異

常

ノ
峯

ハ
、

打
聴
診

二
依

リ
螢
見

シ
得

ル
異

常
峯

ヨ
リ

モ
遙

カ

ニ
低

ク
、

換

言

セ
バ
打
聴

診

上

ノ
異
常

必
郊

い
知
幽
線

飾
異
常

い

酒
ハ
恥

川
凶
爪
。
此

事

ハ
臨

躰

家

ノ
日
常
経

験

ス

ル
所

ニ
シ
一ブ
、

一
面

ヨ
リ
観

レ
バ
、

肺
尖

ノ
病

的
攣

化

ヲ
登
見

ス
ル
爲

メ

ニ
ハ
、

打
聴
診

ノ
方
、

ヨ
リ
有
利

ナ

リ

ト

モ
解

シ
得

可

シ
。

.

(
ロ
)
肺
弥

ノ
X
線
的

異
常

ハ
、

胸
膜

炎
全
数

ノ
九

七

・
三
%

二
在

リ

テ
、

其
中

三
四
五
例

ノ
調

査

二
依

ル
ト
、

大
部

分
雨

側
性

ニ
シ
一ブ
、
片

側

性

ノ

ハ
極

メ
テ
少

ナ

ク
,

叉
片

側
性

ノ
時

ハ
、
患

側

ト
反

側

ト

ノ
間

二
歎

的
差
異

ナ

シ
。

歩

紬
榛
齢

ニ
テ

ハ
九

一
%

二
異

常

ヲ
認

メ
、

矢
張

リ
雨

側

性
大

多
数

ヲ
占

メ
、
片

側

ノ

.、、
ノ
場
合

ハ
、

右
方

二
少

シ
ク
多

シ
。

ヘ

ヘ

へ

而

シ
テ
肺

門

ノ
X
線

的

異

常
陽

性
峯

ト
、

打

鶏
診

上
異
常

陽
性
率

ト

ヲ
比

ス
ル

ニ
、

格
段

ノ
相

違

ア
リ

テ
、

肺

尖

ノ
場
合

二
反

シ
、

肺
門

ノ

ヒ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

病

的
異

常

川
、

打
聴

診

ニ
テ

ハ
登

見

シ
得

ル
率

少

ナ

キ
ヲ
以

テ
、

X
線
検

査

二
待

ツ
ヲ
至
當

ト

ス
。

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(
ハ
)
肺
発
肺
弥
蜘
ハ
ゴ
沁
線
静
異
常

ヲ
呈

ス
ル
例

ハ
、
胸
騰
拠
全
敷

ノ
約
三
分

ノ

一
二
當

リ
、
肺
尖
肺
門
共

二
正
常

ナ

ル

ハ
、
胸
膜
炎

ニ
テ

ハ

姶

艶
摂
無

ハ
、
非
結
核
症

ニ
テ

モ
僅

吻

二
全
例
ノ
八
・
四
%

二
過
ギ
ズ
。

(
一こ
術
佐
世
保
病
院

(今
吉
)
二
於

ケ
ル
X
線
學
的
研
究

二
依

ル

ニ

打
聴
診
上
全
ク
獣

霧

寒

藷

総

恥

惣

罫

予
奏

欝

い
溝

象

舞

ハ
魯
か
、三鰍

那
.
殊
二
肺
尖
ノ
暗
キ
者
二
七
%

　

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ハ
、
除

外
例
無

ク
肺

門

ノ
浸

潤

著

シ
ク
、

且

ツ
肺
實
質

中

二
、
成
形

性

結
核

像

ヲ
存

ス
〃
者

一
四

.六

%

ア
リ
。
滴

心

ヲ
呈

ス
ル
者

二
二
%

ハ
悉

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

む

ク
肺
門

ノ
浸
潤
著

シ
ク
、
其
牢
歎

ハ
肺
實
質
中

二
明

カ
ニ
結
核
像
ヲ
認

ム

し

モ

ヤ

ヘ

へ

胸
膜
炎
七
四
例
中
、
肺
尖
暗
影
、
粟
粒
大
濃
鮎

ノ
集
團
、
肺
門

ノ
浸
潤
乃
至
萩
化
等
、
明

カ

ニ
結
核
像

ヲ
認

メ
得

ル
者
、
七

五
%
、
肺
門

二
憂

化
無

ク
、
滲
出
液
多
量

ノ
者
五
%

ア
リ
。
滴
心

ヲ
有

ス
ル
者
約

二
五
%

ニ
シ
一ブ
、
矢
張

リ
除
外
例
ナ
ク
、
肺
門
浸
潤
乃
至
結
核
像

ヲ
有

ス
。

而

シ
テ
滲
出
液
槍
菌
ヲ
行

ヘ
ル
三
〇
例
中

二
四
例

ハ
、
X
線
上
明

カ

ニ
結
核
像

ヲ
存

セ
〃
者

ニ
シ
テ
、
其
二
四
例
中

一
=

例

二
動
物
實
験
上
菌

陽
性
ナ
リ
キ
・
禦

駕

悲

柳
蜜

訟

、
農

蓼

訟

、
黍

馨

か

蓼

肇

染

、肺
ハ
堺

蛮

慧

霧

働

認
ハ
、珈

藩

駅

焚

ハ
瀞
川
蓼

霧

駅

歌

、欝

液
劇
紬
柳
歯
縁

燃

、勲

酒
'慈

箋

線
検
璽

紬
榛
喚

焚

弥

縢
聚

ハ
。



(
ハ
)
反
磨
。

「
ラ

ク

ム

ス
」
試
瞼

紙

ニ
テ
槍

ス

ル

ニ

弱
滴

性

一

一
〇
四
中

九

五
同
八
六

・
四
%

ヲ
占

ム
。

　

　

(
二
)
比

重
。

三
〇

一
七

ヨ
リ

三
〇
三
四

ノ
間

ヲ
動

揺

シ
、

就
中

、

最

モ
多

キ

ハ

三
〇

二
五
内

外

ナ

リ
。

つ

　

　

　

　

(
ホ
)空
毒
一3

反

態
。

(方
法

)
高

サ

ニ
ニ
糎
内
容

二
〇
〇

姥

ノ
劃

度
硝

子
筒

二

瑠
水

二
〇
〇

蠕

ヲ
入

レ
、

刺

液

三
滴

ヲ
、

注

射
器

ヨ
リ
落

ト

シ
テ
、

穿
刺
液

滴

ガ
白

濁

シ
、

管
底

迄
沈

下

ス

ル

ヲ

陽

性

ト

ス
。

原

著

上
田
"
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

む

む

つ

む

む

　

　

む

　

　

　

む

む

つ

(8
)
「如

上
各
項

目
臨

鉢

所
見

総

べ
テ
陰

性
」
ナ

ル

ハ
胸

膜
炎

ニ
テ

ハ
皆
無

ニ
シ
テ
、

非

結
核

症

二
約
四
%

ア
リ
。

以

上
臨

淋
所

見

ヲ
総

合

ス

ル

ニ
、
胸

膜
炎

ニ
テ

ハ
、
過

孚
歎

二
頸
腺

及
扁

桃
腺
腫

脹

(殊

二
雨

側
)
ア
リ
テ
、

大
多

歎

二
肺
、
殊

二
肺
門

二
異

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

常

ナ

ル
X
線
窮

ヲ
認

ム
ル

ニ
反

ン
、

健
康
新

兵

ニ
テ

ハ
、

腫

脹
稀

レ
ナ

リ
.
非

結
核
症

ニ
テ
肺
門

二
X
線

的
異

常

ヲ
認

ム

ル
者
、

胸
膜

炎

ト

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

リ

へ

ど

同

ジ
ク
九

〇
%
以
上

ナ

ル

ハ
注

目

ス
べ
キ
所

見

ニ
シ
テ
、

如
何

二
肺
門

ノ
攣

化

ハ
、

現
在

罹
患

セ

ル
疾
病

二
超

越

シ
テ
、
多

歎
者

二
存

ス
ル

カ
ヲ
推
知

ス
ル

ニ
足

ル
。

爾

漁
性
胸

膜
炎

ノ
患

側

二
於

ケ

ル
肺

尖

ノ
墾
化

ヲ
、
事

實

肺
尖
炎

乃

至
浸
潤

ト
考

フ
可

キ

カ
ト
云

フ

ニ
、

恐

ラ

ク
悉

ク
然

リ

ト
云

フ

ニ
非

ズ

シ
テ
、

乞
2

ヨ
9
言

等

ノ
言

フ
ガ

如

ク
、
患

側
滲
出

液

ノ
歴

迫
、
胸
膜

炎
衝

ノ
波

及

二
因

ル
繊
維

性
被

包

及
、
之

ヨ
リ
生

ズ

ル
摩

擦
音

ガ
、
「ラ

ッ

セ
ル

ン
」
ノ
如

ク
嘉
取

サ

ル

・
事

モ
有

リ
得

可

シ
、

加
之
肩

擬
刺
痛

等

ノ
陽

性
峯

ガ
、

肺
尖

所
見

ノ
陽

性
峯

二
比

シ
テ
、
遙

力

二
低

キ
鮎
及

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

健
康

新
兵

ニ
シ
テ
、

肺
尖

異
常

ヲ
認

ム
〃
者

ノ
僅

カ

ニ
孚
数

ニ
ノ
ミ
、

「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
反
癒
陽
性

ナ

ル
貼
等

ヨ
リ
推

シ
テ
、
患

側

ノ
肺
尖

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

し

し

し

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

異

常

ヲ
蘇

リ
重
覗

ス
ル
ノ
要
無

カ

ル
可

シ
。

四
、
胸
膜
炎
滲
出
液

ノ
理
化
學
的
、細
胞
學
的
及
細
菌
學
的
検
索
。

(甲
)
理
化
學
的
性
状

胸
膜
炎
滲
出
液

ノ
性
献

二
關

シ
テ

ハ
、
多
数

ノ
文
獄

ア
ル
毛
略

ス
。
余
等

ノ
八
三
例

=

○
同

ノ
成
績

二
依

レ
バ
(第
二
十
表
)

む

つ

(イ
)
色
調
。

一

三
〇
同
中

、

黄
線

色

(四

三
同

三
九

・
三
%
)
乃

至
黄
褐

色

(四

四
同

四
〇
%

)
ノ

モ
ノ
最
多

ニ

シ

テ
、

計
八
七

同
七

九

.
一
%

ヲ
占

ム
。
如

此
線

乃

至
褐

色

調

ヲ
帯

ブ

ル

ハ
、

滲
出
液

内

二
多

少
共
存

セ

ル
血
色

素

ノ
攣
花

物

二
基

ク
ナ

ラ

ム
。

つ

さ

(
ロ
)
清

濁
。

微

濁
最
多

ニ
シ
テ
、

三
一
〇
回
中

、
五
七

同

五

一
。
八

%

二
當

〃
。

O

つ

氷
酷
酸

二
滴

ヲ

混
和

シ
、
胸
部
穿

=

○
同

ノ
検
査

ノ
成
績

ハ
皆
陽
性

七
〇
九
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7
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12
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1

15
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6
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9-14%

 

蛋
白
量

へ
末
吉

)

ト

セ
リ
。

然

レ
ド

モ
胸

膜

炎

滲
出
液

ノ
細

胞
像

二
就

テ

ハ
、

從
來

其
特

登
性

炎

二
於

テ

モ
、

核
自
血

球

ヲ
相

當

一一
認

ム

ル
報

告

モ
ア
リ
。
如

此
同

三
疾

病

ニ
シ
テ
、
其

滲
出
液

細

胞
像

二
相
違

有

ル

ハ

七

一
〇

ナ

リ

。

む

つ

　
り

(
へ
)
末
吉

蛋

自
計

二
依

リ
槍

ス
ル

ニ
滲
出

液

蛋
白

量

ハ
、

⊥
ハ
乃

至
八
%

ノ
者
最

モ
多

ク
、
三
三
〇
同
中
⊥
ハ
ニ
同
五
六

・
四
%

ニ
シ

テ
、
之

二
亜

グ

ハ
九
乃

至

三
四
%

ノ
者

、
四

〇
同

三
⊥ハ
・
四

%

ヲ

占

メ
、

蛋
自

量

最
低

三
%

最
高

三
四

%

ノ
場

合

ア
リ
。

　

　

　

(乙
)
細

胞
像

(上
與

那

原
)
。

(方

法
)
五
%
絢

構
酸

「
ソ
ー

ダ
」
水

一
分

ヲ
、

滲
出

液

九
分

二
加

ヘ
テ
凝

固

ヲ
防

ギ
、
遠
心

シ
、

沈
渣

ヲ
「
沈
澱
容

量

ノ
ニ
倍

量
丈

ケ

ノ
上

澄
液

」
ト
李
等

二
混
和

シ

(静

カ

ニ
毛
細

管

「ピ

ペ

ッ
ト
」

ニ
テ
)
、

其

三
滴

ヲ
、
戴
物

硝
子

上

二
滴

下

シ
、

塗

抹
乾

燥
標

本

ヲ
作

リ
、
娼
巷
℃
。島

。
凶ヨ

奮

法

ニ
ヨ
リ
、
先

ブ

言
9
ギ
Ω
三
昌
≦
巴
畠

法

ニ
テ
染

色

シ
、

次

二

Ω
。
ヨ
紹

稀
繹
液

ニ
テ
七

分

間
染

色

シ

鏡

槍

ス
。
.

滲
出
液
内

細

胞

ノ
種
類

及

其
百
分

峯

ノ
状

態

ヨ
リ
、

病
機

ノ
性

質

ヲ
一云
爲

セ

シ

バ
、
ヴ

ィ

ダ
ー

ル
、

ラ
ボ

オ
等

(一〇
〇
〇
)
二
始

マ

リ
、

慢
性

結
核

性
滲

出
液

ニ
ハ
、

主

ト

シ
テ
淋
巴

球

ヲ
存

シ
、

急
性

傳
染

性

滲
出
液

ニ
ハ
、
多

核
白

血

球
多

ク
、
漿

膜

ノ
機
械

的
刺
戟

二
依

ル
滲
出

液
内

ニ
ハ
、
内

被

細
胞

ヲ
認

ム
ル
ヲ
特

徴

必
。ス
シ

モ
淋
巴

球
過
多

ノ

ミ
ナ

ラ
ズ

シ
テ
、
多

、
胸

膜
炎

ノ
経

過
、

換
言

ス

レ
バ
其
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

滲
出
液
探
取

ノ
時
期

ノ
早
晩

二
基
ク

モ
ノ

ニ
シ
テ
、
原
登
性
結
核
性
胸

へ

膜

炎

二
在

リ
テ

モ
、
其

初
期

ノ
滲
出
液

ニ
ハ
多
歎

ノ
多
核

白
血

球

ヲ
認

メ
、

経
過

ト
共

二
速

カ

ニ
減

少

シ
、

淋
巴

球
之

二
代

ツ
テ
増

加

ス
。
此

事

實

二
基

キ
、

シ
ュ
ワ

ル
列

、

ブ

ロ
ン
ス
タ

イ

ン
等

ハ
、

滲
出

液

ノ
細

胞

像

ヲ
類

症
鑑

別

二
資

セ

ン
ト

ス
ル

ニ
ハ
、

登
炎
第

二
週

ノ
終

リ

ニ
於

テ

ス
可

シ
ト
云

ヘ
リ
。

原

因

ヲ
結
核

二
蹄

シ
得

可

キ

(胸
液
、
喀
疾

、
脊
髄

液
等

二
結

核
菌

陽
性
、

胸

部

水
泡
音
等

二
依

リ
)
胸

膜
炎
⊥
ハ
ニ
例
七

一
回

ノ
成
績

二
依

ル

ニ
(第

二
十

三
表
)
。

ヘ

ヘ

へ

淋

巴
球

過
多

(入
○

%
以
上

ヲ
含

ム
)
ハ
、

全

例
中
七

〇

・
四
%

ヲ
占

メ
、

而

シ
テ
登
病
第

三
週

一一
ハ
最

モ
稀

ニ
テ
、
三
一
例
中

四
例

三
⊥ハ
・
四
%
第

二
週

二
蓋
、

二
四
例
中

二
二
例
九

一
・七

%

ニ
テ
最

高
率

ヲ
示

シ
、
其

以

後

ハ
漸

次
低
率

ト
ナ

ル
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

中
性
多
核
白
血
球
二
〇
%
以
上
ヲ
含

ム
者

ハ
、
全
例
中

三
四
・
一
%

ア
リ

テ
、
第

一
週

ニ
テ

=

例
中
六
例
五
四
・五
%
第

二
週

ニ

ハ
ニ
四
例
中

一
例

モ
ナ

シ
。

ヘ

ヘ

ヘ

へ

内
被
細
胞

ヲ
認

ム
ル

ハ
、
全
例
中

三
四
・
三
%
及
組
織
球

三
〇
%
以
上

二

存

ス
ル
ハ
全
例
中
四
〇
・
○
%

ア
リ
。
共

二
初
期

二
多
ク
、
爾
後
漸
減

ス

。ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「
エ
オ
ジ

ン
」
嗜
好

白
血

球

ヲ
含

ム
例

ハ
、

全

禮

ニ
テ

五
・
⊥ハ
%

ナ

レ
共
、

七
一
一



原

著

上
田
聾
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

七
=
一

日
ノ
経
過

二
無
關
係
ナ

〃
ガ
如
ク
且

ツ
、
其
陽
性
峯
極

メ
テ
少
ナ

シ
。

、

細
施
獅

ハ

三
立
方
粍
中
、

三
〇
〇
〇
乃
至
三
〇
〇
〇

ノ
者
⊥
ハ
九
同
中
三
五
同
五
〇
・
三
%

ア
リ
。
就
中
、
其
最
高
陽
性
率

ヲ
示

ス

ハ
、
登
病
第

二
週

ニ
シ
タ
、

二
四
例
中

一
七
例
七
〇
・九
%
ア
リ
、
省
細
胞
数

ハ
非
常

二
動
揺
範
園
廣
ク
、
最
少
五
六
最
多

一
五
六

二
五

二
達

ス
。

如
上
所
見

:

リ
黎

隙

纂

ハ
嘗

液
鴛

饗

、
獣

糞

露

誇

ハ
(八
・
%
以
上
ヲ
含
ム
)、
叉

三
立
方
粍
中
欝

歎

、

↓

リ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ひ
ひ
ひ
乃
至
一↓一ひ
ひ
ひ
ナ
ル
ヲ
常
態

ト
ス
。
・而

シ
テ
如
此
特
有
ナ
ル
細
胞
像

ノ
固
定

ス
ル
時
期

ハ
登
病
第

二
週
ナ
リ
。

然

ル

ニ
輩
純
ナ
ル
海
軍
胸
膜
炎

ノ
滲
出
液
細
胞
像

ハ
、

三
五
〇
例
中
淋
巴
球
八
〇
%
以
上
ヲ
含

ム
者

三
三
二
例
七

四
.七
%

(菅
原
)
ア
リ
。
即

輩

純
ナ
ル
蟹

胸
纂

ガ
・
「上
器

灰

幕

給
移

農

蓼

箕

欝

汝
細
腰

(淋
巴
球
入
○
%
呈

ヲ
含
有
歪

率
二
於
溶

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ン
ド
差
異
ナ
キ
ヲ
見
出

シ
得
可

シ
。

結
核
性
細
胞
像

ト
非
結
核
性
細
胞
像
ト
ノ
間

ノ
差
異

ハ
、
素

ヨ
リ
絶
封
的
ナ
ラ
ザ

レ
ド

モ
(梅
本
)
、
本
成
績

ヨ
リ
セ
バ
、
胸
膜
炎
滲
出
液

二

淋
巴
球
圭
部

ヲ
占

ム
レ
バ
、
結
核
性
ト
見
倣

ス
ニ
差
支

ヘ
ナ
カ
ラ

ム
。

要

ス
ル

ニ
海
軍
胸
膜
炎
滲
出
液

ノ
細
胞
像

ハ
、
上
與
那
原

ノ
所
謂
結
核
性
胸
膜
炎

ノ
夫

レ
ト

三
致

ス
。
而

シ
テ
胸
膜
炎
滲
出
液
細
胞
像
ガ
、

其
病
性

二
特
有
ナ

ル
状
態

二
固
定

ス
ル
時
期

ハ
、
登
病
第

二
週
ナ
リ
。
換
言
セ
バ
、
胸
膜
炎
滲
出
液

ノ
細
胞
像

ヨ
リ
、
其
病
性

ヲ
論
ズ

ル

ニ

ハ
登
病
第

二
週
、
止

ム
ヲ
得
ザ

レ
バ
第
三
週

ノ
所
見

二
依
ラ
ザ

ル
可
ラ
ズ
。

爾
内
被
細
胞

ハ
、
胸
膜
荒
磨

ノ
程
度

二
慮
ズ

ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
、
荒
磨
著

シ
ケ
レ
バ
内
被
細
胞
少
ナ
ク
、
必
ズ

シ
モ
胸
膜
炎

ノ
時
間
的
脛
過

二

關
係

セ
ズ
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ヵ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

ぬ

又
多
核
球

ノ
多

キ

ハ
、
炎
衝

ノ

急
激
ナ

ル
カ
、
若

ク

ハ
重
篤
ナ

ル
ヲ
意
味

シ
、
胸
膜
炎

ノ
晩
期

(第
三
週
以
後
)
二
於

ケ
ル
多
核
球
増
加

(工

。
乃
至

ハ
五
%
)
川
発

ニ
シ
テ
、
加
言

血
魏

郵

墓

歎

(五
・
○
以
下
)、
且
ツ
樗

欝

ハ
筆

川
、
謬

雷

ト
認
メ
テ
可
ナ

リ
・
而

シ
テ
滲
出
液
排
除

二
際

シ
テ
モ
、
渉
酔
泓
屯
夢
柳
珈
歩
伽

い
声
炎
衝

ノ
急
性
期
ナ

ル
カ
、
或

ハ
感
染
重
篤

ニ
シ
一ブ
肺

二
結
核
性
乾
酪

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

竈

ヲ
豫

想

セ

シ

ム
ル
ヲ
以

ツ

テ
、

如

此
場

合

ニ

ハ
、

特

二
排
液

セ
ザ

ル
ヲ
可

ト

ス
。

一

　

む

　

　

　

(丙
)
結
核
菌
槍
索
。



滲

出
液
内

ノ
結

核
菌
槍
索

二
就

テ

ハ
多
敷

ノ
文
獄

ア
リ
。

叉
其
槍

査
手
技

モ
各
報

告
者

ニ

ヨ
リ
著

シ
キ
相
違

ア
リ
。

文
献

上

ノ
成
績

ノ

三
致

セ
ザ

ル

ハ
患
者

ノ
選
繹

ニ

モ
依

ル
可

ケ

レ
ド
又
其
操

作

ノ
相

違

モ
大

ナ

ル
關
係

ア

ル
可

シ
。

(方

法
)
(
こ

槍

査
材
料
。

消

毒

セ

ル
⊥
ハ
個

ノ

エ
ル

レ
ン

マ
イ

エ
ル
氏

「
コ
ル

べ

ン
」
二
豫

メ
滅

菌

セ

ル
三

〇
%
絢

構
酸

「
ソ
ー

ダ
」
液

三
.
三

琵

宛

(或

ハ
同
粉

末

】
屍
宛

)
ヲ
入

レ
置

キ
、

探
取

セ

ル
胸

液

ヲ
直

チ

ニ

三
〇
〇

琵
宛

各

「
コ
ル
べ

ン
」
二
入

レ
、
掩

絆

シ
テ
凝

固

ヲ
防

ギ
、

直

チ

ニ
遠

心
沈
澱

ス
。

(
二
)
塗
抹

標
本
槍

査
。
右

沈
渣

ヨ
リ
塗
抹

標
本

五
枚

ヲ
作
製

シ
染
色
鏡

槍

ス
。

(三
)
培
養

試
験

。
沈

渣

ノ

三
部

ヲ

ペ
ト

ロ
フ
及

べ

ス

レ
ド

カ
培
地

(豫

メ
結
核
菌

ヲ
用

ヰ

テ
、

適

否

ヲ
槍

シ
置

ク
)
各

三
個
及

普
逓
寒

天
培

地θ

二
個

二
培

養

ス
。

(四
)
動

物
試
験

、

(イ
)
膿

重
三

〇
〇
乃

至
四

〇

〇
琵

ノ
海

瞑

ヲ
、

豫

メ
禮

温
計
測

ヲ
ナ

シ
、
序

デ

レ
ー

メ

ル
法

ニ
ヨ
リ
、
「
ツ
ベ

ル
ク
リ

ン
」
皮

内

反
癒

ヲ
施
行

シ
、
供
試

獣

二
結
核

無

キ
事

ヲ
確

ム
。
C
σ。
寓

2
N⊆
コ
σq

α
q

目
¢
σ
Φ
芽
三
。
。・・
幕

ぎ
舞

飢
臼

く
。
誘
9
訂
け凶臼
Φ
飢
霞
。プ

閃
α
ヨ
巽
8
冨

冥

鎚
パ
昇
碧

ーヨ
9
ぎ

α
・)
師

チ
胸

側
叉

ハ
腹

部

ノ
自

皮
部

ノ
毛

ヲ
苅

リ
、
脱

毛
劃

水
硫

化

「
カ

ル
チ

ユ
ウ

ム
」
泥

(∩
p
蚕
⊆
ヨ

ξ

曾
。
ω包
ま

耳
・
ご
ヲ
厚

ク
塗

リ
、

二
乃

至

三
分
後

綿
花

ニ
テ
拭

ヒ
、

次
デ
酒
精

及

「
エ
ー

テ

ル
」
ニ
テ
、

該

部
皮
膚

ヲ
消
毒

シ
、
「
ツ

ベ
ル
ク
リ

ン
」
注
射
器

細
針

ニ
テ
、

二
〇
%

奮

「
ツ

ベ

ル
ク
リ

ン

一生

理
的
食

盤

水
液

○
・
三
琵

ヲ
皮

内

二
注

入

シ
、

指
厘

ニ
ヨ
リ
消
失

セ
ザ

ル
大

豆
大
膨

隆

ヲ
作

ル
。
別

二
封
照

ト

シ
テ
生

理

的
食
璽

水

○
・
三
妬

ヲ
皮
内

注
射

ス
。

結
果

判
定

ハ
左

ノ
如

ク

ス
。

二
四
時

間
後

腫
紅

ス
〃

モ
、

四
入
時

間

後
消
失

ス

ル
モ
ノ

ハ
陰
性

ト

ス
。

二
四
時

間
後

三
銭

銅
貨

大

ノ
、
紅

キ
丘

疹

ヲ
生

ジ
、
四

八
時

間

後

二
其

極
度

二
達

ス
ル

モ
ノ
ヲ
陽

性

ト

シ
。

O

'弱
陽

性

(十
)

・隆
起

ヲ
鉄

ク

モ
四

八
時
間

後
術

紅
色

ヲ
呈

ス

本
法

陰
性

ノ
海

狽

ヲ
實

瞼
三

供

ス
。

原

著

上
田
11
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

誘

性

(柵
)
.
.中
央
紅
部
出
血

シ
、
四
八
時
間
後
線
色
ヲ
呈

ス

就
中
轟

陽
性

(督
)
.
.中
央
部
無
出
血

七

一
三



原

著

上
田
"
帝
國
海
軍
二
於
ケ
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

七
一
四

・

(
ロ
)
本
試
験
。
前
記
滲
出
液
六
〇
〇
蝿

二
樹

ス
ル
沈
渣
全
部

ヲ
合

シ
ラ
、
約
五
琵
ト
ナ

シ

(滲
出
液

一
〇
〇
琵
ヲ
遠
心

シ
テ

三
耗

ノ
沈
渣
ト

ナ

シ
、
之
ヲ
試
獣

三
頭
分
ト

ス
)
「
レ
ー

メ
ル
」
法
陰
性

ノ
海
狽

(以
下
同

ジ
)
二
頭

二
各

三
琵
宛
腹
腔
内
注
射

シ
、
他

ノ
ニ
頭

ニ
ハ
腹
部

二
各

三

耗
宛
皮
下
注
射

ス
。

別
ノ
海
狸
二
頭
ヲ
封
照
ト

ス
。

豫

メ
蒸
氣
消
毒
ヲ
行

ヒ
、

日
光

ニ
テ
乾

カ
シ
タ

ル
試
獣
容
箱
三
個
ヲ
探
リ
、
第

一
箱

二
腹
腔
内
注
射
獣

二
頭
、
第
三

箱

二
皮
下
注
射
獣

二
頭

及
第
三
箱

二
封
照
獣

二
頭

ヲ
容

レ
自
然
戚
染

ノ
起

ラ

ヌ
様
注
意

シ
ツ

・
飼
育

シ
、
注
射
後

三
〇
〇
日
ヲ
経
過

セ

ル
者

ハ
、
全
部

「
ク

ロ
・
ホ

ル
ム
」
麻
酔
ヲ
施

シ
剖
槍

ス
(剖
槍
時
無
菌
的

二
行
ナ

フ

ハ
勿
論
ナ
リ
)
。
叉
注
射
後

三
〇
〇
日

二
到

ラ

ズ

シ
テ
自
然
死
亡

セ
ル
者

ハ
其
都
度

剖
槍

ス
。

(
ハ
)
腹
腔
内
注
射
獣

ニ
テ

ハ
大
網
、
腸
間
膜
、
淋
巴
腺
、
脾
、
肝
、
肺
ヲ
特

二
精
槍

シ
、
皮
下
注
射
獣

ニ
テ

ハ
表
在
淋
巴
腺
、
氣
管
周
圃

腺
、
脾
、
肝
、
肺

二
注
意

ス
。
若

シ
肉
眼
的

二
疑
結
核
竈
ヲ
登
見

セ
バ
、

三
方
塗
抹
標
本
及
培
養
試
験

ニ
テ
結
核
菌
ヲ
槍
索

シ
、
他
方
組
織

ヲ

一
〇
%

.
フ
ォ

ル
マ
リ
ン
」
液

ニ
テ
固
定

シ
、
切
片
標
本
ヲ
作

リ
、
組
織
的
結
核
像
槍
査
ヲ
施
行

シ
、
結
核

ノ
有
無

ヲ
査
定

ス
。

(
二
)
右
動
物
試
瞼

ハ
、
各
患
者

二
就

キ
約

三
〇
日
間

ノ
間
隔
ヲ
置

キ
テ
、
胸
液
ヲ
穿
刺

シ
、
三
同
迄
反
復
槍
査

ス
。

拐
余
等

ノ
成
績

ヲ
述
ブ

レ
バ

む

む

　

　

(1
)
滲
出
液

ノ
輩
ナ

ル
遠
心
沈
渣
塗
抹
染
色
標
本

二
依

ル
成
績

ハ
、
9
。
巻
・
二
五
例
中

一
〇
例
、
N
ざ
3
乏
ω録

ハ
、
二
二
例
中

一
二
例
、
陸
軍

第
五
、
十
四
、
十
六
、

二
十
師
團
八
六
例
中
四
例

二
陽
性

ト
云

ヘ
ル
モ
、
先
年
海
軍

二
於
ケ

ル
工
藤

ノ
成
績

ハ
、

二
〇
例
中
皆
陰
性
ナ
リ
、

ヘ

ヘ

へ

呉

ノ

一
二
例
及
佐
世
保

ノ

三
六
例
三
六
同
ノ
槍
査

モ
皆
陰
性

二
終

レ
リ
。

　

む

　

　

(2
)
滲
出
液

ノ
培
養
試
瞼

ハ
、
文
献
三

依

ル
ニ

囚
禦
奉

爵
二

三
二
例
中
七
例
、
工
藤

二
〇
例
中
三
例
、
渡
潟
三

五
例
中

三
七

例

(⊥ハ
八
%
)
、

ヘ

へ

も

小
藪

一
一
例
中
七
例

(⊥
ハ
三
・六
%
)
、
陸
軍
入
六
例
中
六
例

ノ
陽
性
成
績
ナ
リ
。
余
等

ノ
成
績

ニ
テ

ハ
、
呉

ノ

三
二
例
皆
陰
性
佐
世
保

ノ

一
六

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

例
三
⊥
ハ
同

ノ
試

瞼

ニ
テ

ハ
、

唯

一
例

一
同

陽
性

ナ

リ

シ

ニ
過

ギ
ズ
。

蓋

シ
培
地

ノ
相

違
、

材

料
及
熟

練

ノ
差

二
依

ル
ナ

ラ

ン
カ
。

む

　

　

つ

の

(3
)
動
物
實
験
。
文
獄

ヲ
見

ル
ニ
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∋
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℃
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♂
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O
①㊤

蝉

騙

露

誤

ま

①
。。
獣

9

獣

謬

愚

山
O
ま

。。
。。
獣

お

愚

O
。。
愚

《
O
●
①
ま

一
b。
・
⑰
獣

O
●
"

幽
α
●
⑤

昌
O
O
・
O

。。
』

承

ざ

獣

トっ
b。
蕊

謡

●
。。
承

ざ

●
刈
獣

念

ま

等

ニ
シ
テ
八

・
二
%

ヨ
リ
九

入

・
○
%
迄

ノ
動
揺

ア
リ
。

余

等

ノ
實
瞼

一=
グ

ハ
臭
病

院

入

二
.
四
%

ニ
テ
最
高
峯

ヲ
示

シ
、
佐

世
保
病

院
最
低

峯

ニ
シ
テ
山
ハ
八

・
八

%
横

須
賀

病
院

ノ

ハ
八

三
・
八
%

ニ
シ

テ
其
中

間

二
在
リ
。

而

シ
テ

各
病

院

ノ
結

果

ヲ
総

合

ス
ル
ト
、
⊥
ハ
⊥
ハ
例
中

五

二
例
七

八

・
八

%

二
陽

性
、
同

歎

ヨ
リ
云

ヘ
バ
、
九
七

同
中

五
九

同
六

〇
・
八

%

ノ
陽
性

峯

ヲ

示

ス
。

帥

チ
吾

人

ノ
成
績

ハ
(第

二
十

二
表
)

原

著

上
田
11
帝
國
海
軍
二
於
ク
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

七

一
五



表二

 

十二

 

第
ゾ

原

著

上
田
"
帝
國
海
軍

二
於

ケ
ル
胸
膜
炎

ノ
研
究

横1呉1佐1計

酬% 刎 %1 剃%1数1%
塗抹

培養

動物
27

語
81.8

酉

義

謬(15塑)

・1・i妾(0
詔)

・ 愚)

8鉱4画 基(173沼)

0(0)

6.2(2.8)

68.8(47.2)

0

兎

晶

器(59所)

一

〇

3.6

78・8(60・8)

表

)内ハ隊 伽 購 ヲ示ス

十

備考(

第

計ー保世佐-
呉

i賀須横

%

1
露

陥

"

留

㎝

碗

ρU

9り

FO

C

FO

ρU

ー

ーーーレiI

㈲蘭

15一
22

3

百

旦
14

玉
6

2
4

ま
6

%

郵
亜
璽

灘
弗

繊
ユ
6

旦
6

ヱ
ー2
4

百

ユ
3

よ
3
17[
36

lI
%

90

0

00

00

3¶⊥-」民U8-ILFI脚11

㈲
認
旦
10

0

互

-

了

2

百
12一
14

%

5

0

00

00

7831ゐーム81電

i

歳
5

●

1

15

ー
し

昏

I

l

卜

互
6

0

了

-

了
-

了
7

す

卒出検

日病

＼

内

上以以日日

計病病OAU(UOOO9自3pO片'001二「■

七

一
六

冒

巳
8
謎

ノ
ヲ
除

ケ
バ
最
高
陽
性
率

ヲ
得

タ
リ
。

斯
ク
動
物
試
験

ニ
テ
ノ
成
績

ノ

三
致
ヲ
鉄
ク
所
以

ハ
凡

ソ
左
記
諸
條
件

ニ

ヨ

リ

支
配
サ

ル

・
ナ
ラ

ム

。

ヘ

ヘ

へ

し

ヘ

ヘ

へ

第

三
、

患
者

選
揮

ノ
相

違

材

料

ト

ス
ル
患

者

選
揮

ノ
相
違

ハ
、

菌
槍

出
率

二

大

ナ

ル
關

係

ア

ル
可

シ
。

吾

人

ノ
所
謂

海
軍

胸
膜

炎

ハ
「初
期

灘

性
胸

膜
炎

」

(℃
一2
葺
剛の
o
×
ω⊆
自
9
二
く
9
一三
鉱
巴
一ω鴇
ピ
幽の
げ
臼
ヨ
o凶ωけo
『)

二
近

ク
、

必
ズ

シ

モ

「特

登
性

胸
膜

炎
」
(崖
。
℃
㌣

け三
ω
oゴ
o
℃
冨
⊆
ユ
ニ
ω)
ト
昌爵
ヘ
ヌ
カ

モ
知

レ
ズ
。
從

來

ノ
文
獄

ニ
テ

モ
又
吾
人

ソ
實

瞼

ヨ
リ

ス

ル
毛
、
「随

伜

性

胸
膜

炎
」

Gd
・
σq
一・剛旦

・
長

静

(H」}0剛UO『
コPO
剛ωけ0『)

或

ハ
海
軍

ノ

所

謂
胸

膜

結
核

ニ
テ

ハ
陽
性

峯
高

シ

。

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

第
二
、
滲
出
液
探
取
ノ
時
期
換
言
セ
バ
穿

刺
迄

ノ
胸
膜
炎
経
過
日
歎

ノ
差
異

(第

二
十
三
表
)

横
須
賀
及
呉
ノ
経
験
三

テ

ハ
、
病
初

二
〇
日
以
内

ノ
菌
検
出
峯
高
キ

モ
、
佐
世
保

ノ
成
績

ニ
テ

ハ
、
三
〇
乃
至
七
〇
病
日

ノ
間

ノ
陽
性
率
高

シ
、
之

ヲ
卒
均

ス
ル
時

ハ
病

ノ
経

過
日
歎

ト
滲
出
液
内
菌
陽
性
拳

ト
ノ
間

一二

定

ノ
關
係
無
キ
ガ
如

キ
結
果

ト
ナ

ル
。



ヤ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

ヤ

ヘ

へ

第

三

.
使

用

セ

ル
滲
出

液

量
及

注
射
量

余
等

ハ
海
狽

三
頭

二
付
、

滲

出
液

一
〇
〇

琵

ヲ
標
準

ト

シ
、

之

レ
ヲ
遠

心

シ
テ
沈
渣

ヲ

三
妬

ト
ナ

シ
、

三
頭

ノ
注

射
量

ト
セ
リ
。

文
獄

二
依

ル
ト
、
滲
出

液
其

儘

ヲ
注
射

セ
ル
リ

ア
、

沈

渣

ヲ
使

用

セ

ル
ア
リ
、

叉

三
頭

二
封

ス

ル
滲
出
液

用
量

モ
甚

シ
キ
相

違

ア
リ
。

へ

も

も

も

ヘ

へ

第
四
、
供
試
動
物

ノ
差

動
物
個

々
ノ
結
核
感
受
性

ノ
相
違
及
豫

メ
レ
ー
メ
ル
法
ヲ
行

ヒ
、
其
陰
性

ノ
者

ノ
ミ
ヲ
使

フ
カ
否
力
。
吾
人

ノ
實
験

ニ
テ

ハ
五
五
二
頭
中
疑

ハ
シ
キ
モ
ノ
ニ
ニ
頭
ア
リ
テ
磨
棄

セ
リ

(但

シ
剖
槍
上
確
實

二
結
核

ト
断
定

シ
難
力
リ
キ
)
。
呉
病
院

(氏
家
、
山
田
)
ノ
實
験

二
依

レ
.ハ
、
滲

出
液
沈
渣
注
射
後
約

一
ケ
月
ヲ
経
テ
、

レ
ー
メ

ル
法
ヲ
施

シ
タ
ル
海
狽
六

二
頭
中
陽
性
反
膳

ヲ
呈

セ
ル
モ
ノ
四
三
頭
六
九
・四
%

ア
リ
テ
、
就

中
剖
槍
後
結
核
菌

ヲ
讃
明

シ
得

タ
ル
モ
ノ
ニ
九
頭

ア
リ
。
反
之

レ
ー
メ
ル
反
癒
陰
性
ナ
リ
シ

三
九
頭
三
〇
・六
%

ハ
例
外
無
ク
悉
ク
剖
槍
上
結

ヘ

ヘ

へ

核
陰

性

ナ

リ
。

而

シ
テ
結

核

病

攣
如

何

二
強

キ
者

ニ
テ

モ
、

例
外

ナ

ク
、

レ
ー

メ

ル
法
陽
性

二
反

鷹

セ
リ
。

要

ス
ル

ニ
、

此

成
績

ヨ
リ
言

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

しリ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

バ

レ
ー

メ

ル
法
陰
性

ノ
動
物

ハ
、
結

核

ヲ
否

定

シ
得

ル
ガ
如

シ
。

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

第
五
、
注
射
後

ノ
動
物

ノ
飼
養
法
及
注
射

ヨ
リ
剖
槍
迄

/
時
日

ノ
長
短

ヘ

ヘ

へ

も

ヤ

余
等

ノ
脛
験

ニ
テ

ハ

注
射
後
三
〇
日
以
内

ニ
テ
'
ハ
、
假
命
陽
性
獣

ニ
テ

モ
結
核
性
憂
化
輕
度
ナ
リ
。

五
〇
日
以
上
ヲ
経
過

セ
バ
、
結
核
所

見
著
明

二
現

ハ
ル
。

而

シ
テ
腹
部
皮
下
注
射
獣

ニ
テ

ハ
、
鼠
瞑
腺

ノ
腫
脹
及
乾
酪
化
、
比
較
的
速

カ

ニ
現

ハ
レ
、
腹
内

注
射
獣

ニ
テ

ハ
、
皮
下
淋
巴
腺

ヨ
リ

モ
脾

及
腹
内
淋
巴
腺

二
攣
化
顯
著
ナ
リ
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

第
⊥
ハ
、

検

査

反
覆

ノ
度
歎

反
覆

同

ヲ
重

子
テ
槍

ス

レ
バ
、

陽
性

峯

ガ
増

シ
來

ル

ハ
、
既

二
知

ラ

レ
タ

ル
事
實

ニ
シ
テ
、
余

等

ノ
實
瞼
三

依

ル

モ
ニ

一
例
中

第

三
同

ニ
テ

ノ
菌
登
見

歎

=

三例

ナ

リ

シ

モ
ノ
ガ
、
第

二
回
目

二
更

二
菌
登

見
数

四
例

ヲ
壇

シ
、
就

中
第

三
同

槍
査

入
例
中

術

一
例

ノ
登
見

増
加

ア
リ
。

即

チ
槍

査

ヲ
反
覆

ス

レ
バ
.陽

性
峯

ヲ
培

ス

ハ
事
實

ナ

リ
。

然

レ
ド

モ
、
第

一
同

二
陽

性

ナ
リ

シ
者

、
必
ズ

シ
モ
次
同

ニ
モ
陽
性

ヲ
示

ス

ニ

ハ
非

ズ

シ
テ
、

唯

一
同

ノ
槍

査

ニ
テ
、

結
核

菌

ヲ
登
見

セ

ル
者
、

五
七
例

中

三
六

例
六

三
・
一
%

ナ

リ
。
二
回

槍
査

セ

ル

=
二
例
中

三
〇
例

ハ
、

唯

原

著

上
田
11
帝
國
海
軍
二
於
ク
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

七
三
七



原

著

上
田
11
帝
國
海
軍
二
於
ク
ル
胸
膜
炎
ノ
研
究

七

一
入

三
同
勝
性

、

二
例

ハ
ニ
同

共

陽
性
、

三
例

ハ
ニ
同

共

陰
性

ナ

リ
。

又
三

同
槍

査

セ
ル
八

例
中

陽
性

ノ
者

三
例
、

三
同
丈

ヶ
陽

性
者

二
例
、

三

同

共

陰
性

二
例
、

三

同
共

陽

性

三
例

ナ
リ
。

第
七

、
實
瞼

上

ノ
手

技

及
観
察

ノ
精

粗
。

之

ハ
特

二
云

フ
迄

モ
無

キ
事

ナ

リ
。

蓼

・
璽

胸
纂

欝

漁

、
淡
警

雰

罫

獣

ヲ
呈
シ
、
御
源

劾
「
、
、
、
、

ア
ル
カ
リ
」性

ニ
シ
テ
婁

ぴ

汽三諒

夘
ノ
者
多
ク
、
「リ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ヘ

ヘ

ヘ

プ

ル
タ
」
反
癒
陽
性
、
蛋
自
含
量

三
〇
%
内
外
ヲ
普
通

ト
ス
。
而

シ
テ
細
胞
歎

三
立
方
粍
中

三
〇
〇
〇
乃
至
三
〇
〇
〇
個

ヲ
算

シ
、
就
中
、
淋

凸
寒

泳

塾

ヲ
占
ム
善

霧

筆

三か
肇
↓三塗

於
寿

姦

ヲ
占
メ
、
歯
蜜

禽

響

雰

ニ
シ
テ
、
病
ノ
経
過
最

二
大
ナ
ル

關
係

ナ

キ
ガ
如

シ
。

五
、

総

括

(1
)
胸
膜
炎

二
於

ケ
ル
「
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
」
皮
内
反
雁
陽
性
拳
九

三
.
七
%
頸
腺
腫
脹
有
》

者
⊥
ハ
八
%
肺
尖

ノ
打
聴
診
上
異
常
有

ル
者
八
四
%

肺
門

ノ
X
線
的
異
常
ヲ
呈

ス
ル
者
九
七
%

ア
リ
。
而

シ
テ
滲
出
液
中
淋
巴
球
八
〇
%
以
上

ヲ
含

ム
者
九

二
%
、
結
核
菌
陽
性
牽
七
九
%

ノ
成

　

む

む

　

　

む

績

ヨ
リ
推

シ
テ
、
海
軍
胸
膜
炎

ノ
少

ク
モ
八
〇
%
ガ
、
結
核
性
ナ

ル
事

ヲ
断
定

シ
テ
可
ナ
ル
可

シ
。
而

シ
テ
胃
頭

二
於
テ
、
列
國
海
軍
胸
膜

炎

ト
、
我
海
軍
胸
膜
炎
ト

ハ
、
其
性
質
ヲ
異

ニ
ス
ト
ノ
想
定
ヲ
、
實
験

的

二
立
謹

シ
得

タ
リ
ト
信
ズ
。

(2
)
帝
國
海
軍
胸
膜
炎

ハ
、
欧
米
海
軍

ノ
夫

レ
ニ
比

シ
、
多
登

シ
、
豫
後

モ
比
較
的
不
良
ナ
リ
。
然

レ
ー3

モ
我
海
軍
胸
膜
炎

三
般
ヲ
大
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